
中
部
小
合
唱
部
が
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

中
部
小
合
唱
部
が
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

中
部
小
合

中
部
小
合
唱
部
が
全
国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場

第
７８
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル
が
8
月
24
日
に
行
わ
れ
、菊

陽
中
部
小
学
校
合
唱
部
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

同
校
は
、
10
月
9
日
に
行
わ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国

学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
九
州
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。
今
年
の
課
題
曲
は「
ぼ
く
ら
は
仲

間
」、自
由
曲
は「
学
校
へ
行
き
た
い
」で
す
。
青

木
敦
子
教
諭
は
、「
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
は『
仲
間
』

が
テ
ー
マ
。
自
由
曲
は
学
校
に
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
子
ど
も
た
ち
の
思

い
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
日
本
で
も
大
震

災
が
起
き
ま
し
た
。
被
災
地
に
い
る『
仲
間
』の
こ

と
も
考
え
、元
気
と
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に

歌
え
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
部
小
合
唱
部
の
皆
さ
ん
、練
習
の
成
果
を
出

し
切
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

まちの
わだい
まちの
わだい

▲金賞を受賞した中部小学校合唱部の皆さん
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誕生日誕生日 10月

いろんなことに頑張ってチャレ
ンジしています。いつもニコニ
コ笑顔がかわいいです。

吉良　美颯ちゃん
（上中代）　

平成18年10月17日生まれ

き　ら　　 　み  はや

のぼり棒を高くまで登るのが得
意です。竹馬を乗れるようにな
り、友達と一緒に元気に遊んで
います。

田上　京一朗くん
（宮ノ上）　

平成17年10月3日生まれ

たのうえ　    きょう いち ろう

にしもと        　り    く

西本　凛空くん
（緑陽台）

平成17年10月15日生まれ

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

なかよし保育園

ぼくの
わたしわたしの

ぼくの
わたしの

ににししもともと

西本
平成17年

作
者

のうごき
平成23年8月末現在　（　）内は前月比

●出生／  41 ●死亡／  21
●転入／233 ●転出／143

人　口
　男　
　女　
世帯数

３７，４９４　（＋１１０）
１８，４３２　（＋６１）
１９，０６２　（＋４９）
１４，３７６　（＋４４）

編集後記
　今月号の特集「水と生きる。」を取材・編
集しながら、水のありがたさ、そして今の時
代がどんなに幸せなのかをあらためて感じ
させられました。今は蛇口をひねればおい
しい水を飲め、お風呂にも入れます。それは、
今では当たり前のことですが、私たちがそう
して暮らすことができているのも、その環境
をつくってくれた先人たちのおかげです。
　この「幸せ」がずっと続きますように、私
も未来の人たちのために水や環境を大切に
していきたいと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　 （Ｉ）

今月の

表紙
金婚式は、夫婦の結婚
50年目の節目を祝って
行う式です。どんなとき
も寄り添い苦楽を共に
暮らしてきた50年。そ
の歳月は金色のごとく
輝いていることでしょう。
これからも、夫婦が輝
き続けますように…。

バルーンたのしいよ

広
報
広
報

今月の主な話題

し
て
い
ま
す
。今月の主な話題

特集　水と生きる。…………………………… 2
住民懇談会を開催しました…………………… 8
子ども手当は10月分から切替手続を………… 10
平成24年度保育所入所のご案内………………11
インフルエンザの予防接種を開始します…… 12

５０
年
間
あ
り
が
と
う

         

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
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菊
陽
町
は
水
と
共
に

　

菊
陽
町
の
歴
史
は
、
水
と
共
に
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
入
道
水
村
や

柳
水
村
と
い
っ
た
地
域
は
、
水
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
菊
陽
町
の
中
で
は
最
初
に

開
か
れ
た
村
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。「
合
志
の
七
水
」
と
い
う
伝
承
が
残

さ
れ
る
ほ
ど
、
湧
水
を
誇
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
一
部
の
地
域
は
、

生
活
用
水
に
恵
ま
れ
た
土
地
と
は
い
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
井
戸
を
掘
っ
て
も
水

が
出
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
出
て
も
深

く
て
不
便
な
場
合
が
多
か
っ
た
そ
う
で

す
。　　

水
と
地
域
の
関
わ
り
は
、
地
名

に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
旧
原
水
村
地
区

は
、
上
井
手
が
通
じ
る
ま
で
は
多
く
が

原
野
に
近
い
土
地
で
し
た
。
こ
れ
に
、

地
区
内
で
は
水
利
の
便
が
良
か
っ
た
柳

水
村
の
水
の
文
字
が
生
か
さ
れ
「
原
水
」

と
い
う
名
前
が
付
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
旧
白
水
村
地
区
は
、
河

岸
段
丘
の
上
に
あ
り
、
水
の
乏
し
い
と

こ
ろ
で
し
た
。
地
区
内
の
辛
川
も
同
じ

で
、
飲
み
水
は
井
手
や
白
川
か
ら
く
ん

で
き
て
い
た
た
め
、「
水
を
く
む
の
が
辛

か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

「
唐
」
の
変
わ
り
に
「
辛
」
を
当

て
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

先
人
た
ち
は
、
水
を
確
保
す
る

た
め
、
白
川
、
井
手
や
た
め
池

な
ど
の
水
を
く
ん
だ
り
、
雨
水

を
こ
し
た
り
し
て
凌
い
で
い
ま

し
た
。

菊
陽
町
の
水
の
歴
史

慶
長
三
年（
１
５
９
８
）

　

瀬
田
下
井
手
を
掘
削
。
瀬
田
・
陣
内

を
経
て
中
代
を
か
ん
が
い
。

慶
長
一
三
年（
１
６
０
８
）

　

馬
場
楠
井
手
を
加
藤
清
正
が
築
造
し

た
と
い
わ
れ
る
。
曲
手
・
辛
川
な
ど
を

か
ん
が
い
。

寛
永
一
四
年（
１
６
３
７
）

　

瀬
田
上
井
手
を
掘
削
。
大
津
を
経
て

菊
陽
町
の
南
方
、
入
道
水
・
柳
水
・
馬

場
を
か
ん
が
い
。

天
和
三
年（
１
６
８
３
）

　

津
久
礼
井
手
を
掘
削
。
堰
は
大
津
町

に
あ
り
、
上
中
代
・
川
久
保
・
上
津
久

礼
・
下
津
久
礼
を
か
ん
が
い
。

享
保
一
一
年（
１
７
２
６
）

　

玉
岡
井
手（
別
名
：
新
井
手
）を
掘
削
。

中
代
出
分
・
川
久
保
・
津
留
・
大
堀
木

を
か
ん
が
い
。

土
木
の
神
様
現
る

　

１
５
８
８
年（
天
正
１６
年
）、
肥
後
熊

本
藩
の
初
代
当
主
と
な
る
加
藤
清
正（
１

５
６
２
年
〜
１
６
１
１
年
）が
、
二
重

の
峠
を
越
え
て
入
国
し
ま
し
た
。
峠
の

頂
か
ら
白
川
流
域
を
望
ん
だ
清
正
は
、

案
内
者
に
土
地
や
川
の
こ
と
を
詳
し
く

聞
い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
白
川
か

ら
用
水
路
を
つ
く
り
、
水
を
引
く
こ
と

で
土
地
に
多
く
の
水
田
を
増
や
し
、人
々

の
暮
ら
し
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。

　

清
正
に
よ
り
計
画
さ
れ
た
井
手
は
、

息
子
の
忠
広
と
細
川
時
代
に
受
け
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。
藩
政
時
代
、
白
川
流

域
に
は
下
井
手
や
上
井
手
な
ど
取
水
施

設
が
造
ら
れ
、
人
々
の
生
活
に
役
立
て

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
寛
永
１２
年（
１
６

３
５
年
）の
地
撫
検
地
帳
に
は
、
そ
れ

ま
で
湧
水
な
ど
を
利
用
し
て
開
田
し
て

い
た
入
道
水
村
と
柳
水
村
の
水
田
面
積

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
上
井
手
の
恩

恵
を
受
け
て
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
旧

白
水
村
地
区
に
は
、
馬
場
楠
井
手
が
造

ら
れ
、
白
川
左
岸
に
水
を
通
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
井
手
は
人
々
の
暮
ら

し
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
数
あ
る
井
手
の
中
で
も
、
馬
場
楠

井
手
に
あ
る
「
鼻
ぐ
り
」
は
、
珍
し
い

技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

水と生きる。 豊
か
な
地
下
水
を
育
む
熊
本
の
大
地
。

そ
れ
を
生
み
出
し
た
の
は
、

大
自
然
の
働
き
と
先
人
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

水
と
共
に
生
き
る
私
た
ち
は
、

こ
の
水
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

先
人
の
知
恵
と
努
力
を
振
り
返
り
、

私
た
ち
の
命
と
も
い
え
る
水
の
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。

I N
 T
 E
 R
 V
 I 
E 
W

ムラの開拓伝承

子どもの頃は、タゴ（桶）を持って川に風呂の水をくみに行くのが仕事
でした。これがかなりの重労働だったので、風呂の水は２晩使うことも
ありました。飲み水は、井手や白川にくみに行ったり、濁っていたら「こ
し水」にしたりして使っていましたね。どうにかして暮らさないといけ
なかったので、そういう生活の知恵はありました。小学生の時に、家
に井戸を掘って井手から水を引いたのを覚えています。あとからは手
付きポンプ式に変わりました。おかげで水の便利はとても良くなりまし
たね。

●入道水…昔、阿蘇大明神が各ムラを巡視
中、大明神の乞いにより、主の入道が水を
奉った故事によるが、この地に入道（僧侶）
が住んでいたからともいわれ定かではない。
●柳水…阿蘇大明神は次にこの地に立ち寄
ると、入道の妻は洗濯をしていた。大明神
の所望により急ぎ水をくみに行ったが、誤っ
て糊の水をこぼしてしまった。大明神はその
志に感じ入り、「ここに田を植えるべし」と杖
を立てるとたちまち水が湧き出た。これが
「柳の堤」である。冷水が湧き出し、田畑の
かんがいなどに利用された。
●馬場楠…藩政時代に馬の調練場があり一
町畑天神社の御神木は楠の大木であること
から付けられた村名ではないかといわれる。
●曲手…間鹿手とも書き、古語の持つ意味
からすると崖や山麓の集落ということになる
が、集落の形が人の手を曲げたような格好
をしていることからの村名ともいわれる。

その他のムラにも昔から伝わる開拓伝承が
残されている。「合志の七水」には、入道水、
柳水、引の水、破子の水、杉水、鹿の水、
鷲の水があり、それぞれ水にまつわる言い
伝えが残されている。　　　　（出典：菊陽町史）

菊陽町老人クラブ連合会長

今村哲郎さん（曲手）

つ
ら

い
た
だ
き

じ
な
ら
し

あるじ

つえ

つつみ

わり   ご

な
な
み
ず

か
ら

か
ら

菊
陽
町

菊
陽

で
き
ま

柳
水
村

れ
て
お

開
か
れ

す
。「
合

さ
れ
る

う
で
す

生
活
用

ま
せ
ん

が
出
な

く
て
不

す
。

に
も
表

は
、
上

原
野
に

地
区
内

水
村
の

と
い
う

ま
す
。

岸
段
丘

こ
ろ
で

で
、
飲

命の水をつなぐ井手

いまむらてつろう
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水
を
下
流
へ
通
す
た
め
に

　

阿
蘇
に
源
を
発
す
る
白
川
は
、
火
山

灰
土
壌
の
た
め
ヨ
ナ（
火
山
灰
土
砂
）

の
堆
積
が
ひ
ど
く
、
堰
か
ら
白
川
の
水

を
引
い
て
い
る
井
手
の
維
持
・
管
理
が

大
き
な
課
題
で
し
た
。
特
に
菊
陽
町
の

曲
手
か
ら
辛
川
の
区
間
は
、岩
山
を
掘
っ

た
と
こ
ろ
で
両
岸
は
切
り
立
ち
、
地
上

か
ら
井
手
底
ま
で
の
深
さ
が
約
２０
㍍
に

も
な
り
ま
す
。
人
力
で
井
手
底
の
ヨ
ナ

な
ど
を
排
出
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
ヨ
ナ
を
排

出
し
、
水
を
通
さ
な
け
れ
ば
、
白
川
左

岸
に
住
む
人
た
ち
の
生
活
は
豊
か
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
課
題
を
解
決
し
た
の
が
、
加
藤

清
正
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
清
正
は
、

水
の
力
を
利
用
し
て
井
手
底
に
堆
積
す

る
土
砂
を
次
々
に
下
流
へ
押
し
流
す「
鼻

ぐ
り
」
と
い
う
仕
組
み
を
考
え
ま
し
た
。

　

鼻
ぐ
り
は
、
曲
手
か
ら
辛
川
間
の
溶

結
凝
灰
岩
で
で
き
た
地
質
の
岩
盤
を
利

用
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
岩
を
仕
切

り
壁
の
よ
う
に
残
し
て
掘
り
、
そ
の
底

部
中
央
に
か
ま
ぼ
こ
形
の
水
流
穴（
鼻

ぐ
り
穴
）を
く
り
ぬ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
岩
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
水
流
は
渦
を
巻

き
、
土
砂
と
共
に
水
流
穴
か
ら
次
々
と

送
り
出
さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
鼻
ぐ
り
の
構
造
は
と
て
も
珍
し

く
、
調
査
や
実
験
に
よ
っ
て
、
非
常
に

レ
ベ
ル
の
高
い
土
木
技
術
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
普
通

に
造
っ
た
水
路
の
約
１０
倍
の
掃
流
力
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
鼻
ぐ
り
の
隔
壁
の

間
隔
、
水
流
穴
の
位
置
、
形
、
大
き
さ

な
ど
は
、
火
山
灰
が
混
じ
っ
て
い
る
水

を
流
す
の
に
最
適
で
あ
っ
た
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
鼻
ぐ
り
の

手
前
に
は
水
量
を
調
節
す
る
た
め
の
分

水
路
が
あ
り
、
上
流
の
水
位
変
動
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
な
く
い
つ
ま
で
も
安
定

し
た
通
水
量
が
保
て
る
よ
う
な
仕
組
み

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
代
の
よ
う
に
重
機
な
ど
の
便
利
な

も
の
が
な
い
時
代
、
人
力
で
こ
こ
ま
で

の
農
業
用
灌
漑
用
水
路
を
造
る
こ
と
は

簡
単
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
特
に

こ
の
地
域
は
岩
盤
質
で
水
路
と
地
上
面

と
の
標
高
差
も
大
き
い
地
形
で
す
。
作

業
は
一
層
難
し
か
っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
先
人
た
ち
に
は
希
望

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
井
手
を
造

り
水
を
引
い
て
田
ん
ぼ
が
で
き
れ
ば
、

豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

そ
の
思
い
が
形
と
な
り
、
４
０
０
年

た
っ
た
今
で
も
井
手
の
水
は
菊
陽
町
馬

場
楠
か
ら
熊
本
市
ま
で
の
約
１３
㌔
を
流

れ
、
白
川
左
岸
の
水
田
約
１
８
１
㌶
を

潤
し
て
い
ま
す
。

鼻ぐり断面図

鼻ぐり構造概略図

約２～５㍍間隔に幅約１㍍、高さ約４㍍の岩を隔壁として残し、
その下辺に直径約２㍍の水流穴をあけ、下流に押し流す仕組み。

鼻ぐりの仕組みに迫る
高
度
な
技
術
を
持
つ
「
鼻
ぐ
り
」

後
世
の
た
め
に

I N T E R V I E W　鼻ぐり井手の素晴らしいとこ
ろは、火山灰土砂の堆積の防
止、水の安定水量確保や洪水
災害防止機能を、水の力だけ
で行っているところです。「水を
もって水を制す―」まさにこの
言葉に尽きると思います。鼻ぐ
り井手がなかったら、きっと土
砂がたまって、下流では水田な
どはできなかったことでしょう。
　井手を掘るのは大変な苦労
だったと思います。鼻ぐり井手
をよく観察すると、岩盤をノミ

で削ったような跡や削りとった岩などを運び出すのに使われた
と思われる階段などを見ることができます。先人たちの辛苦
の証が感じられますね。
　私たちが井手を守ろうとしているのは、地下水のためでも
あります。この井手から田んぼへと引かれた水は地下に染み
込み、地下水となってたくさんの人に使われます。だから、
子や孫、そのまた孫の代まで安心して暮らせるように、この
井手とそして水を大切にしていきたいし、皆さんにもその大
切さを知ってもらいたいです。11月に行われる鼻ぐり井手祭
では、年に一度の水止めをして井手底探検ができます。ぜひ
祭りにきていただいて、この歴史的遺構に触れてください。

菊陽町文化財ボランティア
ガイドの会会長

菊陽南小学校６年

鼻ぐり井手について、南小校区の皆さんに話を
聞きました。

う   じ はら れ   み

や  の  せい や

菊陽南小学校６年
う   じ はら れ   み

菊陽南小学校６年
おおつかさとみ

矢野誠也さん（辛川）

菊陽南小学校６年
う   じ はら れ   み

菊陽南小学校６年

大塚里実さん（戸次）

最近は、鼻ぐり井手公園に観光
客がたくさん来るようになりま
した。
もっと多くの人に鼻ぐり井手を
知ってもらえるなら、協力して
いきたいと思います。

宇治原伶弥さん（曲手）

井手底探検をしたときに、昔の
人は山をこんなに深く掘ったん
だと思うとすごいと思いました。
階段の形も残っていて、昔の様
子が伝わってきます。昔の人は
すごいと思いました。

ハキ

水量調節のために分水路と「吐」と呼ばれる排水溝が設けられ、
安定した通水量が保てる仕組み。

よ
う

け
つ
ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

か
ん
が
い

鼻ぐり井手公園から眺めた「鼻ぐり井手」。「鼻ぐり」という名
称は、牛の鼻輪を通す穴に似ていることが由来といわれる。
当初約 80基あった岩壁は、現在 24基を残すのみとなっている。

約２～
その下

写真は鼻ぐり井手祭で行われた井手底探検の様子。曲手～辛川
間の約 390㍍が掘削され、井手底から地上までは約 20㍍ある。
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私
た
ち
が
今
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
水
が
あ
る
お
か
げ
で
す
。

私
た
ち
は
、
水
を
飲
み
水
に
し
た
り
農

業
用
水
に
し
た
り
し
て
使
用
し
て
い
ま

す
。
そ
の
水
を
作
り
出
し
た
熊
本
の
大

地
と
先
人
た
ち
が
築
い
た
堰
や
井
手
、

そ
し
て
今
も
守
り
引
き
継
い
で
い
る
人

た
ち
に
、
私
た
ち
は
感
謝
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

意
外
に
も
、
昔
は
水
に
恵
ま
れ
て
い

な
い
地
域
も
あ
っ
た
菊
陽
町
。
し
か
し

約
４
０
０
年
前
、
堰
と
井
手
が
造
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
人
々
の
生
活
は
安
定
し

ま
す
。
特
に
水
を
得
る
こ
と
が
難
し

か
っ
た
旧
白
水
村
地
域
で
は
、
馬
場
楠

井
手
を
通
せ
た
こ
と
、
そ
し
て
鼻
ぐ
り

を
造
り
火
山
灰
の
堆
積
を
防
い
だ
こ

と
、
こ
の
二
つ
の
成
果
は
と
て
も
大
き

い
も
の
で
し
た
。
井
手
が
で
き
た
当
初

は
約
９５
㌶
の
水
田
を
潤
し
て
い
た
の

が
、
今
で
は
そ
の
倍
の
面
積
を
潤
し
て

い
ま
す
。
菊
陽
町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会
の
矢
野
会
長
は
、「
鼻

ぐ
り
井
手
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
水
を
通

す
こ
と
が
で
き
、
水
田
か
ら
地
下
水
の

か
ん
養
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の

辺
り
は
地
下
水
を
生
み
出
す
源
だ
か

ら
、
私
た
ち
は
井
手
を
大
切
に
し
て
い

る
の
で
す
」と
話
し
ま
す
。
水
土
里
ネ
ッ

ト
大
菊
の
紫
藤
事
務
局
長
は
、「
井
手

は
誰
か
が
管
理
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
今

も
現
役
で
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

も
残
し
て
い
く
べ
き
大
切
な
も
の
で

す
」
と
話
し
ま
す
。
井
手
が
あ
る
か
ら

水
田
に
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
、
菊
陽

町
の
農
業
は
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
熊
本
の
地
下
水
を
育
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
井
手
は
全
て

の
発
端
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

井
手
は
、
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ

た
地
域
の
宝
で
す
。
こ
の
宝
を
守
り
、

受
け
継
ぎ
、
伝
え
て
い
こ
う
と
１１
月
に

「
鼻
ぐ
り
井
手
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
祭
り
で
は
、
鼻
ぐ
り
井
手
の
井
手

底
探
検
が
で
き
る
ほ
か
、
地
域
特
製
の

飲
食
物
の
販
売
や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

鼻
ぐ
り
井
手
の
寸
劇
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
訪
れ
れ
ば
き
っ
と
、
こ
の
地

域
の
人
た
ち
が
井
手
を
誇
り
に
思
っ
て

い
る
こ
と
、
井
手
の
持
つ
役
割
、
そ
し

て
命
と
も
い
え
る
水
の
大
切
さ
な
ど
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。
先
人
た
ち
が
私
た
ち
に
残
し
て
く

れ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
も
こ
の
水
を
未

来
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特
集　

水
と
生
き
る
。　

完

問 菊陽町鼻ぐり井手祭実行委員会事務局　☎（292）3200

■日時　11月６日（日）　午前９時開会
　※雨天決行ですが、イベントの内容の変更・中止があり
　　ます。
■場所　南部町民センター
■内容
【南部町民センター（多目的ホール会場）】
　午前９時～午後３時30分
●アトラクション
　（お琴・肥後武者甲冑活劇・馬場楠獅子舞）
●基調講演（演題：加藤清正公の事業から学ぶもの）
　　　講師：熊本大学大学院教授　山尾敏孝さん
●白菊保育園園児による歌・踊り
●南小児童による鼻ぐり井手の寸劇
●鼻ぐり井手 400年の時を経て蘇る清正公の偉業放映
●清正公水ものがたり放映
●地域有志によるひょっとこ踊り
●菊陽学園よさこいソーラン節
●おたのしみ抽選会
【南部町民センター（内会場）】
　午前10時～午後３時
●鼻ぐり井手の各種資料展示
●鼻ぐり井手構造模型展示

●鼻ぐり井手切り絵展示
●清正・鼻ぐりひょうたん展示
●辛川式縄文土器複製展示
●東日本大震災復興支援チャリティーお茶席（表千家）
【南部町民センター（玄関前広場）】
　午前９時30分～午後２時30分
●青空市場
●鼻ぐり加工品試作販売
●各地区工芸品の展示販売
●おにぎり・豚汁の販売
●その他お楽しみ出店多数
【鼻ぐり井手公園会場】
　午前９時30分～午後２時30分
●鼻ぐり井手探検・公園周辺散策
※井手底探検ではヘルメットまたは帽子・軍手・タオルを
　ご用意ください。
●白水台地の文化財散策
　ワゴン車または、徒歩や自家用車での散策もできます。
●馬場楠獅子舞
●菊陽鉄砲隊と巴会による演武
●武蔵剣豪太鼓
●肥後武者隊演武・地域バンド演奏

地下水の恵み

　

阿
蘇
山
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
が
降

り
積
も
り
、
熊
本
の
地
層
は
完
成
し
ま

し
た
。
火
山
灰
の
積
み
重
ね
に
よ
る
地

面
の
層
が
地
下
水
を
作
り
出
し
て
い
る

の
で
す
。
地
下
に
浸
透
し
た
水
は
、
菊

陽
町
か
ら
熊
本
市
の
江
津
湖
ま
で
１０
年

か
ら
１５
年
か
け
て
進
み
、
不
純
物
が
ほ

と
ん
ど
取
り
除
か
れ
た
お
い
し
い
地
下

水
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
約
４
０
０

年
前
、
加
藤
清
正
が
白
川
中
流
域
に
堰

や
井
手
を
造
り
水
田
を
開
い
た
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
水
が
地
下
に
吸
い
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
阿
蘇
の
大
自
然
が
生
み
出
し
た

自
然
の
働
き
と
、
清
正
を
は
じ
め
先
人

た
ち
の
努
力
が
絶
妙
に
組
み
合
わ
さ
っ

て
、
熊
本
の
地
下
水
は
で
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
下
水
の
湧
水
量
は
、
都
市

化
や
減
反
政
策
な
ど
で
水
田
が
減
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

白
川
中
流
域
の
農
家
で
は
、
転
作
水

田
に
湛
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。
水
田
に

湛
水
を
す
る
と
、
土
壌
の
害
虫
の
駆
除

や
連
作
障
害
を
防
ぐ
営
農
上
の
効
果
が

あ
り
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
量
も

減
る
た
め
、
経
費
削
減
や
地
下
水
汚
染

の
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

地
下
水
は
無
限
に
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
水
の
使
用
量
の

多
い
熊
本
市
、
地
下
水
保
全
に
協
力
し

て
い
る
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九
州

株
式
会
社
や
株
式
会
社
山
内
本
店
な
ど

は
、
水
田
湛
水
を
行
っ
て
い
る
農
家
に

対
し
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
用
水
は
全
て
地
下
水

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
今
、

お
い
し
い
水
を
飲
め
て
い
る
よ
う
に
、

私
た
ち
も
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

熊
本
の
地
下
水
の
仕
組
み

地
下
水
を
育
む
た
め
に

大
切
な
水
を
未
来
へ

I N T E R V I E W

白川中流域にあ
る堰や井手は約
400 年前に造ら
れました。これ
らが今なお使わ
れているのも、
先祖代々、地域
の人たちが守っ
てくれたおかげ
です。水田に水
が引け、営農の
ほか地下水としても役立てられているの
ですから、私たちは先人に感謝しなけれ
ばなりませんね。
　私たちは「田んぼの学校」などを開
催し、農業体験を通して水田の持つ地下
水かん養機能など、地元地域の持つ多
面的な役割をＰＲしています。皆さんに地
域のこと、農業のこと、水のことにもっ
と興味を持ってもらい、これからも水路
をかわいがってもらえたらと思います。

水土里ネット大菊事務局長

紫藤和幸さん

熊本市を中心とする地域では、生活用水の全てを地下水でまかなっています。
　　　　　その地下水を生み出しているのは、菊陽・大津地域の田んぼです。
　　　　　　　　　　私たちは、そのありがたさを理解して、水とこの地域の取り組みを
　　　　　　　　　　　　　　　　　知っておく必要がありそうです。

第３回菊陽町鼻ぐり井手祭

※

湛
水…

水
を
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
た
た
え
る
こ
と
。

参
考
資
料
：「
菊
陽
町
史
」「
鼻
ぐ
り
井
手
」

「
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
２
３
０
集
」

※

み   

ど   

り

し どうかずゆき
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計
画
全
体
に
対
す
る
ご
意
見

　
　

こ
の
計
画
の
目
玉
は
何
か
。

　
　

教
育
の
充
実
を
先
頭
に
掲
げ
て
お
り
、

　
　

特
に
教
育
施
設
の
整
備
、
教
育
内
容

の
充
実
を
重
要
施
策
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

（
仮
称
）光
の
森
複
合
施
設
の
建
設
に
取
り

組
み
、
鼻
ぐ
り
井
手
を
生
か
し
た
地
域
活

性
化
策
を
実
施
す
る
。
住
民
と
町
と
の「
協

働
」
も
重
要
で
、
お
互
い
に
汗
を
か
き
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　

平
成
２２
年
２
月
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン

　
　

ケ
ー
ト
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
基
本
構
想
の
策
定

　
　

か
ら
反
映
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
基

本
計
画
で
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
　

意
見
が
反
映
さ
れ
た
と
い
う
実
感
が

　
　

な
い
。
現
時
点
で
で
き
な
い
こ
と
や
、

時
間
が
か
か
る
こ
と
は
、
理
由
を
示
し
て

説
明
し
て
く
れ
れ
ば
納
得
で
き
る
。
今
で

き
な
い
こ
と
に
対
し
て
は
、
で
き
る
こ
と

を
町
と
一
緒
に
考
え
て
行
動
で
き
る
。

　
　

前
回
の
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
と

　
　

回
答
に
つ
い
て
は
、
広
報
き
く
よ
う

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
お
り
、
今
後
も

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
伝
え
て
い
く
。

ま
た
、
こ
の
計
画
に
は
、
そ
の
意
見
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
一
つ
一
つ
に

つ
い
て
の
回
答
が
見
え
に
く
い
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
は
、
目
に
見
え
る
や
り
方
に

努
め
て
い
き
た
い
。

教
育
・
文
化

　
　

菊
陽
北
小
学
校
や
菊
陽
南
小
学
校
は
、

　
　

他
の
学
校
と
比
べ
て
全
校
児
童
が
極

端
に
少
な
い
。
校
区
見
直
し
の
予
定
は
な

い
か
。
ま
た
、
中
学
生
に
な
っ
た
と
き
、

生
徒
数
に
圧
倒
さ
れ
な
い
か
不
安
だ
。

　
　

教
育
委
員
会
で
は
、
将
来
の
児
童
数

　
　

予
測
を
常
に
行
っ
て
お
り
、
現
在
は

見
直
す
状
況
に
な
い
と
考
え
て
い
る
。
小

学
校
区
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の

場
で
も
あ
る
た
め
、
校
区
の
変
更
に
は
住

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
何
年
も
か
か
る
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
に
は
大
小
な
く
そ
れ
ぞ

れ
に
良
い
所
が
あ
り
、
学
校
と
地
域
で
子

ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り
と
支
え
、
育
て
る

こ
と
が
重
要
だ
。
な
お
、
中
学
校
で
心
配

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
っ
て
い

な
い
。

　
　

本
町
に
は
幼
稚
園
が
１
園
し
か
な
く
、

　
　

な
か
な
か
入
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
　

幼
稚
園
は
全
国
的
に
定
数
割
れ
し
て

　
　

い
る
こ
と
や
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
「
こ
ど
も
園（
幼
稚
園
・
保
育
所
両
方
の

機
能
を
持
つ
）」
へ
の
移
行
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
幼
稚
園
の
新
設
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

健
康
・
福
祉

　
　

保
育
所
に
入
れ
な
い
児
童
が
増
え
て

　
　

き
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

今
年
度
、
私
立
保
育
所
を
２
園
誘
致

す
る
予
定
で
現
在
公
募
し
て
お
り
、
平
成

２５
年
度
の
開
所
を
目
指
す
。
ま
た
、
勤
務

先
の
市
町
村
に
あ
る
保
育
所
に
入
所
で
き

る
広
域
入
所
と
い
う
制
度
も
あ
る
。

　
　

高
齢
者
対
策
で
は
成
年
後
見
制
度
に

　
　

つ
い
て
言
及
し
て
あ
る
が
、
障
が
い

者
対
策
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
　

計
画
の
素
案
に
盛
り
込
む
。

　
　

障
が
い
者
対
策
の
施
策
に
、
小
中
学

　
　

校
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
教
育
と
あ

る
が
、
保
育
所
に
も
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
　

児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
は
啓
発
を

　
　

行
っ
て
い
る
。
た
だ
、「
保
育
」
を
行

う
保
育
所
で
児
童
に
対
し
福
祉
教
育
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
部
分
も
あ
る
。

自
然
・
環
境

　
　

公
園
は
、
植
樹
だ
け
で
な
く
工
夫
を

　
　

し
て
ほ
し
い
。
ベ
ン
チ
が
あ
っ
て
も

木
陰
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
た
い

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
憩
え
る
公
園
に
な
ら
な
い

か
。ま
た
、散
歩
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
、

健
康
遊
具
な
ど
を
置
い
て
健
康
づ
く
り
も

で
き
る
よ
う
な
も
の
に
な
ら
な
い
か
。
医

療
費
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。

　
　

検
討
し
て
い
く
。

生
活
基
盤

　
　

図
書
館
東
側
の
橋
か
ら
菊
陽
バ
イ
パ

　
　

ス
へ
行
く
新
し
い
道
路
（
下
原
堀
川

線
）は
、
阿
蘇
方
面
に
し
か
行
け
な
い
。

　
　

今
年
度
中
に
交
差
点
を
整
備
す
る
予

　
　

定
で
、
熊
本
市
方
面
へ
も
行
け
る
よ

う
に
な
り
、
阿
蘇
方
面
か
ら
図
書
館
側
に

進
入
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　
　

ご
み
一
時
保
管
所
が
６０
世
帯
に
１
カ

　
　

所
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　

ご
み
一
時
保
管
所
は
１０
世
帯
に
１
カ

　
　

所
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
多

く
の
場
合
は
民
地
を
借
り
る
必
要
が
あ
る
。

町
で
は
場
所
を
指
定
で
き
な
い
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
地
区
で
用
意
し
て
も
ら
え
な
い

と
厳
し
い
。

　
　

菊
陽
北
小
学
校
区
や
菊
陽
南
小
学
校

　
　

区
な
ど
、
人
口
が
少
な
い
地
域
で
の

人
口
増
加
に
対
す
る
対
策
は
何
か
あ
る
の

か
。

　
　

集
落
内
開
発
制
度
と
い
う
市
街
化
調

　
　

整
区
域
で
の
特
例
を
利
用
し
、
住
宅

の
建
設
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
、

そ
の
制
度
を
利
用
し
た
住
宅
が
平
成
２２
年

度
ま
で
の
３
年
間
で
１
９
０
棟
ほ
ど
建
っ

た
。

　
　

Ｒ
Ｋ
Ｋ
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
の
開
発
が

　
　

進
ん
で
い
る
。
住
宅
地
と
い
う
こ
と

で
、
周
辺
道
路
の
渋
滞
が
悪
化
し
な
い
か

心
配
だ
。
ま
た
、
周
辺
の
一
部
で
は
、
雨

の
時
に
す
ぐ
浸
水
す
る
。

　
　

道
路
に
つ
い
て
は
、
こ
の
計
画
期
間

　
　

に
検
討
を
し
た
い
。
雨
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
設
計
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

高
齢
化
率
の
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
買

　
　

い
物
に
行
く
の
に
も
苦
労
し
て
い
る
。

　
　

巡
回
バ
ス
の
ル
ー
ト
の
工
夫
や
、
新

　
　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

防
災
・
消
防
・
防
犯
等

　
　

町
で
設
置
し
て
あ
る
防
犯
灯
は
、
午

　
　

後
１０
時
で
消
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。Ｊ
Ｒ
沿
線
で
は
遅
い
時
間
帯
の
通
行
者

も
多
く
、
延
長
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

周
辺
へ
の
影
響
や
効
果
な
ど
を
検
討

　
　

し
た
い
。

　
　

警
察
力
の
強
化
を
要
請
す
る
た
め
署

　
　

名
を
提
出
し
た
が
、
そ
の
後
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　

い
た
だ
い
た
署
名
は
３
月
に
県
警
本

　
　

部
に
提
出
し
、
要
請
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
県
警
に
要
請
し
て
い
く
。

住
民
参
画
・
男
女
共
同
参
画
等

　
　

地
区
公
民
館
の
建
設
に
対
す
る
町
か

　
　

ら
の
補
助
金
は
、
最
大
で
６
０
０
万

円
と
聞
い
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
に
加
え
て
公

民
館
建
設
費
用
の
負
担
は
大
変
だ
。

　
　

新
興
住
宅
地
で
の
公
民
館
建
設
は
地

　
　

区
が
で
き
て
か
ら
１０
年
ほ
ど
か
け
て
、

自
己
資
金
を
元
に
建
設
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
地
区
と
し
て
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
町
は
そ
の
た
め
の
支
援

を
し
た
。
ど
の
地
区
で
も
補
助
制
度
の
中

で
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
枠

内
で
実
施
し
て
ほ
し
い
。

　
　

光
の
森
公
共
用
地
南
側
の（
仮
称
）菊

　
　

陽
町
光
の
森
複
合
施
設
に
つ
い
て
。

　
　

光
の
森
公
共
用
地
は
、
南
北
合
わ
せ

　
　

て
２１
億
５
千
万
円
程
度
で
購
入
し
て

お
り
、
そ
の
借
金
の
返
済
を
毎
年
２
億
３

千
万
円
ず
つ
行
っ
て
い
る
。
複
合
施
設
の

建
設
に
も
巨
額
の
整
備
費
が
必
要
で
、
国

か
ら
の
補
助
金
が
な
け
れ
ば
整
備
で
き
な

い
状
態
だ
。
よ
う
や
く
そ
の
目
途
が
つ
い

た
た
め
、
今
年
度
か
ら
建
設
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
財
政

　
　

講
座
の
講
師
や
、見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　

ク
で
の
協
力
な
ど
、
町
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
く
と
き
に
、
町
の
担
当
課
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
横
の
連
携
が
う
ま

く
と
れ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　
　

ご
指
摘
の
内
容
は
大
切
な
こ
と
で
あ

　
　

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
識
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　

課
税
の
適
正
化
と
は
ど
う
い
う
こ
と

　
　

か
。

　
　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収（
給
与
天
引

　
　

き
）を
実
施
す
る
事
業
所
を
増
や
し
滞

納
者
に
対
す
る
差
し
押
さ
え
を
強
化
す
る

と
い
っ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他

　
　
（
仮
称
）光
の
森
多
目
的
広
場
に
体
育

　
　

館
を
と
い
う
意
見
が
前
回
の
懇
談
会

で
出
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

現
在
の（
仮
称
）光
の
森
多
目
的
広
場

　
　

は
仮
の
運
用
で
あ
り
、
ご
意
見
を
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
財
政
状

況
を
見
て
整
備
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　

他
町
の
よ
う
な
総
合
型
の
体
育
館
や

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
す
る
予
定
は
な

い
か
。

　
　

具
体
的
な
場
所
や
規
模
は
定
ま
っ
て

　
　

い
な
い
が
、
巨
額
の
整
備
費
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
や
ほ
か
の

施
策
の
実
施
状
況
を
見
て
、
実
施
時
期
な

ど
の
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

第5期菊陽町総合計画

住民懇談会を開催しました
　第５期菊陽町総合計画「前期基本計画（素案）」について住民の皆さ
んと意見交換を行うため、住民懇談会を開催しました。６日間で延べ
163人が参加され、さまざまなご意見やご質問が寄せられました。そ
の主な内容をＱ＆Ａ方式でご紹介します。
　なお、前期基本計画（素案）と懇談会で使用した資料は町ホームペー
ジに掲載していますのでご覧ください。

ＱＡＱＡ

ＱＡ ＡＡＱ ＱＡ

ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡ Ｑ ＱＡ

ＱＡ ＡＱＱＡＱＱ ＡＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡＱＡ

問 総合政策課　総合政策係　☎（232）2112

総合
計画

▲活発な意見交換が行われました



10MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2011.10 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2011.10　11

■
受
給
対
象　

　

日
本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
１５
歳
に
達

し
た
日
以
後
の
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
父

母
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
人

■
月
額

　
３
歳
未
満
の
子
ど
も　

１
５
，
０
０
０
円

　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

１
０
，
０
０
０
円

    

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
（
小
学
生
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

　

中
学
生
（
一
律
）　　

 

１
０
，
０
０
０
円

※

子
ど
も
手
当
の
第
１
子
・
２
子
・
３
子

と
い
う
数
え
方
は
、
養
育
す
る
子
ど
も

　
（
１８
歳
に
達
し
た
日
か
ら
最
初
の
３
月

３１
日
ま
で
の
間
に
あ
る
人
）の
う
ち
、

最
年
長
の
子
ど
も
を
第
１
子
と
し
ま

す
。

■
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も

　

児
童
養
護
施
設
な
ど
に
子
ど
も
が
入
所

し
て
い
る
場
合
は
、
入
所
し
て
い
る
施
設

が
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
ま
す
。
こ
の
場

合
、
父
母
な
ど
は
、
子
ど
も
手
当
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

例えば、19歳、16歳、８歳、５歳
の子どもがいた場合、第１子が 16
歳（支給対象外）、第２子が８歳、
第３子が５歳の子どもとなります。
そのため、実際に支給されるのは、
８歳、５歳の子どもで、月額計は、
25,000 円となります。

■
支
払
日

❶
平
成
２３
年
１０
月
７
日（
金
）

　
（
平
成
２３
年
６
月
〜
９
月
分
）

❷
平
成
２４
年
２
月
１０
日（
金
）

　
（
平
成
２３
年
１０
月
〜
平
成
２４
年
１
月
分)

❸
平
成
２４
年
６
月
８
日（
金
）

　
（
平
成
２４
年
２
月
・
３
月
分
）

※

平
成
２４
年
４
月
・
５
月
分
は
、
所
得
制

限
が
設
け
ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
運
営

す
る
た
め
の
法
律
が
制
定
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
現
時
点
で
の
詳
細
は
不
明
で

す
。

■
１０
月
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　

平
成
２３
年
１０
月
分
か
ら
の
手
当
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
現
在
、
子
ど
も
手
当
を

受
給
し
て
い
る
人
も
全
員
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

受
給
者
に
は
、
１０
月
上
旬
に
手
続
用
の

書
類
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
平
成
２４
年
３

月
30
日（
金
）（
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に
ご
理
解
を

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
世
代
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
応
援
す
る

と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
育
料
や
学
校
給
食

費
な
ど
子
ど
も
の
育
ち
に
関
係
す
る
費
用

を
滞
納
し
な
が
ら
、
子
育
て
に
関
係
し
な

い
用
途
へ
使
わ
れ
る
の
は
、
子
ど
も
手
当

の
趣
旨
に
反
し
ま
す
。
子
ど
も
が
安
心
し

て
日
々
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
も
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
子
ど
も
手
当
は
寄
附
で
き
ま
す

　

事
前
に
申
請
を
す
る
と
、
子
ど
も
手
当

の
全
額
ま
た
は
一
部
を
町
に
寄
附
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
寄
附
さ
れ
た
子
ど
も
手

当
は
、
菊
陽
町
の
子
育
て
支
援
事
業
の
た

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

子
ど
も
手
当
を
寄
附
さ
れ
た
人
は
、
所

得
税
・
住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
控
除
を
受

け
る
場
合
は
、
町
が
発
行
す
る
「
子
ど

も
手
当
に
係
る
寄
附
受
領
証
明
書
」
を

添
付
し
て
菊
池
税
務
署
で
の
確
定
申
告

が
必
要
で
す
。

【受給対象の考え方】
平
成
２３
年
９
月
分
ま
で
の
子
ど
も
手
当
は
、
平
成
２２
年
度
子
ど
も
手
当
法
と
つ
な

ぎ
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
の
子
ど
も
手
当（
平
成
２３
年
１０
月

分
か
ら
平
成
２４
年
３
月
分
）は
、子
ど
も
手
当
特
別
措
置
法
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

問 

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

子ども
手当
平
成
２３
年
１０
月
分
か
ら
の
切
替
手
続
が
必
要
で
す

子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

16 歳
第１子

８歳
第２子
10,000円

５歳
第３子
15,000円

小学生高校生大学生

18歳に達した日から最初
の３月31日までの人

19歳

対象

手当金額
（１カ月）

子ども１人につき
13,000 円

３歳未満 15,000 円

10,000 円

15,000 円

10,000 円

３歳以上
第１・２子

第３子 (小学生まで )

中学生（第３子の場合も月額
10,000 円）

所得制限 なし

中学校卒業まで（15歳に達した日から最初の 3月 31日までの子ども）

子ども手当（つなぎ法）
平成 23年９月分まで

子ども手当（特別措置法）
平成 24年３月分まで

今後の子ども手当はどうなるの？

月額計 25,000 円

■
入
所
基
準

　

保
育
所
へ
の
入
所
基
準
は
、
保
護
者
が

次
の
よ
う
な
事
情
で
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
つ
、
同

居
の
親
族
そ
の
他
の
人
が
、
そ
の
児
童
を

保
育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限

り
ま
す
。

○
昼
間
、
外
で
働
い
て
お
り
、
児
童
の
保

　

育
が
で
き
な
い
。

○
昼
間
、
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を

　

し
て
お
り
、児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
。

○
母
親
が
出
産
の
前
後
、
病
気
、
負
傷
、

　

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
な
ど
の
理
由
に

　

よ
り
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
。

○
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に
障
が
い

　

の
あ
る
家
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る
た

　

め
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
。

○
地
震
、
風
水
害
、
火
災
な
ど
の
災
害
に

　

あ
っ
て
、
そ
の
復
旧
の
間
、
児
童
の
保

　

育
が
で
き
な
い
。

■
保
育
料

　

保
育
料
は
、
町
立
・
私
立
と
も
３
歳
未

満
児
か
３
歳
以
上
児
で
あ
る
か
、
ま
た
、

保
護
者
も
し
く
は
家
計
の
主
宰
者
の
前
年

分
所
得
税
や
前
年
度
市
町
村
民
税（
所
得

割
、
均
等
割
）の
課
税
額
に
応
じ
て
町
の

規
則
に
基
づ
き
算
定
し
ま
す
。

■
入
所
の
決
定

　

入
所
児
童
の
承
諾
は
、
選
考
基
準
に
基

づ
き
保
育
の
必
要
度
が
高
い
順
に
入
所
を

決
定
し
ま
す
。

　

近
年
、
入
所
希
望
者
が
非
常
に
多
い
た

め
、
希
望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
入
所
基
準
の
該
当
事
由
に
よ
っ

て
、
保
育
実
施
期
間
の
希
望
に
添
え
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

❶「保育所入所申込書」…児童１人につき１部
❷「家庭状況調査書」
❸「家庭で保育できない証明書」…就労証明書など
※❶❷は１１月の受付期間内に、❸は来年１月の
面接時までに提出してください。面接日は、
「広報きくよう」１月号でお知らせします。
❹両親分の「保育料算定のために必要な書類」
・給与所得者
　「平成２３年分源泉徴収票の写し」
　…来年１月の面接時に提出。
・自営業者など
　「平成２３年分所得税の確定申告書の写し」
　…確定申告後に提出。
※まだ生まれていない子どもの入所申し込みは
できません。

※７月以降の入所希望の人は、入所希望月の前
月１０日までに必要書類一式を福祉課へご持
参ください。

※在園児は、あらためて継続入所の審査を行い
ますので、受付期間中の申し込みは不要です。
ただし、現在通園中の保育所以外の保育所へ
転園希望の人、または町外の保育所へ入所希
望の人は、受付期間中に申し込みが必要です。

　菊陽町公立保育所民営化計画により、武蔵ヶ丘第一保育園とさくら園は、民営
化対象保育所としています。計画を再検討していますので、実施時期などについ
ては、現在未定となっています。
　さくら園は、中部小改築工事の関連工事（周辺部および一部敷地内）が行われる
予定です。

平
成
２４
年
度
保
育
所
入
所
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
５
月
ま
た
は
６
月
入
所
希
望
の
人（
育
児
休
暇
明
け
で
職
場
復

帰
が
決
ま
っ
て
い
る
人
）も
併
せ
て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問 

福
祉
課　

保
育
所
係　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

子育て

保
育
所
入
所
の
ご
案
内

平
成
２４
年
度
の

もみじ園
なかよし園
白菊園
白鈴園
みどり園
さくら園

武蔵ヶ丘第一保育園
武蔵ヶ丘第二保育園

光の森キャロット保育園
こうのとり保育園
優貴保育園

原水 5208－11
久保田 1230－１
曲手 499－１
新山 1丁目２－32
原水 2050－１
津久礼 408
武蔵ヶ丘３丁目 50－2
武蔵ヶ丘１丁目 13－1
光の森７丁目 16－2
原水 5666－22
原水 1462

60
50
90
120
100
120
100
100
90
90
90

☎232－2009
☎232－2762
☎232－2770
☎232－2764
☎232－0452
☎232－2763
☎339－0456
☎338－3883
☎233－0098
☎285－4651
☎232－8977

保育所名 所在地 電話番号 定員（人）

町　

立

私　

立

対象外 支給対象
支給
対象外

申し込みに必要なもの

受付期間（申込書配布・申込期間）

11 月4日（金）～ 11 月 30 日（水）

申込書類配布場所

各保育所 ･福祉課

申込書類提出先

第一希望の保育所または福祉課

■入所の申し込み
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■
流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
１
月
上
旬
か
ら

３
月
上
旬
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
て
十
分
な
効
果
を
維
持
す

る
期
間
は
、
接
種
を
し
て
か
ら
約
２
週
間

後
か
ら
約
５
カ
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

流
行
シ
ー
ズ
ン
前
の
１２
月
ま
で
に
接
種
を

完
了
し
ま
し
ょ
う
。
予
防
の
基
本
は
、
流

行
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で

す
。

■
外
出
後
は
手
洗
い
と
う
が
い
を

　

一
般
的
な
感
染
症
の
予
防
の
た
め
に
も

効
果
的
で
す
。

■
適
度
な
室
温
を
保
つ

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
鼻
や
喉
の
粘
膜

の
防
御
機
能
が
低
下
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
乾

燥
し
や
す
い
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を

使
っ
て
、
適
度
な
湿
度（
５０
〜
６０
％
）を

保
つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

■
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

　

体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
た
め
に
、
十
分

な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
日

頃
か
ら
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た

ら
、
特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
抱
え
て

い
る
人
、
疲
れ
気
味
の
人
や
睡
眠
不
足
の

人
は
、
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控

え
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

流
行
シ
ー
ズ
ン
前
の
１２
月
ま
で
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

ま
し
ょ
う
。

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

予防
接種
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
開
始
し
ま
す

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
な
い
た
め
に
は

■接種期間　10月１日（土）～ 12月 31日（土）　
　　　　　　　（開始日は、各医療機関にご確認ください）
■対象年齢　１歳以上

■接種医療機関（医療機関への電話予約が必要です）

■自己負担額　１，０００円
■持っていくもの　
・保険証、免許証などの住所確認ができるもの
・母子健康手帳

年齢 回数（間隔）
１歳以上 12歳以下
13歳以上 64歳以下

65歳以上

２回 (２～４週間 )
１回または２回 (２～４週間 )

１回

　下記以外にも菊池郡市内（菊池市、合志市、大津町）で接種できる医療機関があります。詳しくは保健予防係
までご確認ください。町が契約した医療機関以外で接種する場合は、接種費用助成の対象にはなりませんので
ご注意ください。ただし、65歳以上および 60歳以上 64歳以下の人で、心臓、腎臓、呼吸器機能、ヒト免疫不
全ウイルスによる免疫機能障害に身体障害者手帳をお持ちの人は、菊池郡市内以外の医療機関で接種を希望す
る場合は、事前の申請が必要ですので保健予防係までお問い合わせください。

農業
農
業
政
策
に
つ
い
て
の
建
議

　

農
業
委
員
会
で
は
、
本
年
１
月
に
各
種

農
業
団
体
の
代
表
農
業
者
と
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
出
さ
れ
た
意
見
を
取
り
ま

と
め
て
３
月
に
町
へ
建
議
す
る
予
定
で
し

た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
へ
の
対
応
や
戸
別
補
償
問
題
な
ど
、

国
の
農
業
施
策
の
見
通
し
が
不
透
明
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
延
期
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
意
見
交
換
会
で
取
り
ま
と
め

た
農
業
者
の
意
見
は
、
町
政
へ
の
切
実
な

思
い
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
ぜ
ひ
来
年
度
以

降
の
予
算
編
成
や
町
政
に
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
ら
れ
、
８
月
25
日
に
次
の
項
目
に

つ
い
て
建
議
し
、
併
せ
て
町
議
会
に
も
同

様
に
要
請
し
ま
し
た
。

❶
農
政
の
課
題

　

戸
別
所
得
補
償
の
補
償
差
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

今
後
の
対
応
要
請
。

❷
都
市
農
業
と
食
育

　

菊
陽
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
食
育
に
伴

う
食
材
の
利
用
推
進
。

❸
農
村
環
境
整
備
促
進

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
事
業
の
事
務
簡

素
化
と
環
境
美
化
に
係
る
対
応
要
請
。

❹
農
業
委
員
会
体
制
の
整
備
強
化

　

農
業
委
員
の
活
動
予
算
確
保
と
電
算
シ

ス
テ
ム
の
整
備
強
化
。

問 

菊
陽
町
農
業
委
員
会　

☎（
２
３
２
）４
９
２
４

農
業
委
員
会
か
ら
町
へ
建
議

農
業
者
の
意
見
を
伝
え
る
た
め

耕
作
放
棄
地
に

ひ
ま
わ
り
と
コ
ス
モ
ス
の
花

　

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放
棄
地
防
止

景
観
美
化
活
動
と
し
て
本
年
５
月
末
、
町

内
４
カ
所（
国
体
道
路
２
カ
所
、
さ
ん
ふ

れ
あ
西
側
、
菊
陽
バ
イ
パ
ス
沿
い
）に
ひ

ま
わ
り
と
コ
ス
モ
ス
の
種
を
植
え
ま
し
た
。

除
草
作
業
、
追
肥
や
消
毒
を
行
い
、
８
月

初
旬
か
ら
開
花
を
は
じ
め
、
畑
一
面
が
ひ

ま
わ
り
畑
と
な
り
ま
し
た
。

　

耕
作
放
棄
地
に
花
を
植
え
る
の
は
、
本

年
で
２
年
目
に
な
り
、
夏
と
秋
は
ひ
ま
わ

り
と
コ
ス
モ
ス
、
春
は
菜
の
花
が
咲
き
、

皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
、
放
っ
て
お
け
ば
「
荒

れ
た
土
地
」
で
す
が
、
し
っ
か
り
管
理
を

す
れ
ば
「
人
々
が
潤
い
を
感
じ
る
土
地
」

に
な
り
ま
す
。
10
月
末
に
は
、
菜
の
花
を

植
え
る
予
定
で
す
。
お
近
く
を
お
通
り
の

際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊
陽
町
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
す

　

本
年
も
農
業
後
継
者
と
の
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
進
行
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
お
な
じ
み
の
Ｍ
Ｅ
Ｇ
さ
ん
。
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
期
日　

12
月
４
日（
日
）

■
内
容　

❶
さ
つ
ま
い
も
収
穫
と
ト
ラ
ク
タ
ー
の
試

乗
体
験

※

雨
天
時
は
餅
つ
き
と
餅
ピ
ザ
作
り

❷「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
の
温
泉
入
浴
と
レ
ス

ト
ラ
ン
で
交
流
会

■
女
性
の
申
込
期
間

　

11
月
７
日（
月
）〜
11
月
22
日（
火
）

■
主
催　

菊
陽
町
農
業
後
継
者
結
婚
対
策

協
議
会

■
後
援　

菊
陽
町
、
菊
陽
町
農
業
委
員
会
、

Ｊ
Ａ
菊
池
菊
陽
中
央
支
所
青
壮
年
部

※

詳
細
は
「
広
報
き
く
よ
う
」
11
月
号
に

掲
載
し
ま
す
。

▲後藤町長へ建議書を提出

▲大塚議長へ要請

▲畑一面にひまわりが咲き誇る

２３２－３１１１ 
２３２－３９３９ 
２３２－２０２１ 
２３２－１１９１ 
２３２－７５５０ 
２３２－１５６６ 
２３３－２５２０ 
２３２－５２６６ 
２３２－９５９５ 
２３２－３１７１  
２３２－５１５１ 
２３２－５０１１ 
２３２－８３８３ 
２３３－１７１７ 
２３２－１１６５ 
３３９－７５６１ 
２３３－３５８８ 
２３２－９１３１ 

曲手
井口
馬場楠
津留
下原
上津久礼
緑陽台
新町
古閑原
鉄砲小路
三里木
三里木
三里木
三里木北
武8町内
武8町内
光３町内
中尾

熊本リハビリテーション病院
東熊本第二病院
本多内科胃腸科医院
菊陽台病院
ふじおか内科
古川医院

よしもと小児科
矢野医院

仁誠会クリニック大津
菊陽病院

てらしま小児科医院
松岡耳鼻咽喉科医院
宮原内科皮膚科医院
河野内科クリニック
笹原整形外科医院
武蔵しもむら医院
たぶち内科循環器科
ちが産婦人科医院

医療機関

町　
　

内

電話番号 所在地

※医療機関の都合により変更となる場合がありますのでご了承ください。

２８５－３４６６
２１３－５６５６
２３２－７７１１
２９３－１１６３ 
２９３－２５５０ 
２４８－５８００ 
２４８－９００１ 
２４８－６１８８ 
３３８－８９６０
３３９－０３３１ 
３３９－１５５１ 
３３７－３８８４ 
３３７－６６００ 
３３９－６０００ 
３３９－１７１１ 
３３８－２６７６ 
３３７－３３７０ 

光３町内
新山
光６町内
大津町
大津町
合志市
合志市
合志市
合志市
熊本市
熊本市
熊本市
熊本市
熊本市
熊本市
熊本市
熊本市

仁誠会クリニック光の森
菊陽レディースクリニック
光の森脳神経外科内科
なみかわ小児科医院

さとう医院
みやの小児科

山岡胃腸科クリニック
温耳鼻咽喉科医院

まつもとこどもクリニック
江上小児科医院

千年内科・小児科医院
上原胃腸科外科小児科クリニック

西村クリニック
三嶋内科

なかむらファミリークリニック
山城外科胃腸科
みねとまクリニック

医療機関

町　
　

外

町　

内

電話番号 所在地
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募集
■
期
間　

10
月
28
日（
金
）〜
平
成
24
年
３

月
16
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午（
全
７
回
）

■
場
所　

菊
陽
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

菊
陽
町
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

■
募
集
人
数　

30
人（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

10
月
21
日（
金
）

■
申
込
方
法　

社
会
福
祉
協
議
会
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

菊
陽
町

　
　
　
　

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

■
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
の
主
な
活
動
例

❶
要
援
護
者
の
見
守
り
、
声
か
け

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
生
活
支
援

を
必
要
と
す
る
要
援
護
者
に
対
す
る
見
守

り
、
声
か
け
を
行
う
。

❷
困
り
ご
と
相
談

　

要
援
護
者
の
生
活
相
談
、
悩
み
相
談
の

解
決
支
援
を
図
る
。

❸
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
援

　

町
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て

い
る
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
を
行

う
。

❹
防
犯
・
防
災
へ
の
注
意
喚
起

　

警
察
や
消
防
と
連
携
し
、
振
り
込
め
詐

欺
や
悪
質
訪
問
販
売
な
ど
、
日
常
生
活
を

営
む
上
で
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支

援
す
る
。

❺
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
運
営

　

公
民
館
や
集
会
所
な
ど
で
開
催
さ
れ
る

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
・
世
代
間
交
流

を
図
る
。

❻
認
知
症
に
対
す
る
理
解
と
啓
発
の
推
進

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
認
識
を
持
っ

て
、
地
域
の
認

知
症
家
族
の
支

援
や
地
域
住
民

の
認
知
症
理
解

の
た
め
の
積
極

的
な
啓
発
に
努

め
る
。

問 

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
３
２
）４
８
２
４

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
参
加
者
を
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
福
祉
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
ご
応
募
く
だ
さ
い

地
域
の
高
齢
者
の
人
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
続
け
て
も
ら
う
た

め
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
福
祉
活

動
に
興
味
の
あ
る
人
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 菊陽町すぎなみフェスタ実行委員会事務局　☎（232）4916

すぎなみフェスタ2011開催

■日時　11月12日（土）
　　　　午前９時～午後３時30分
※天候不良の場合は、13日（日）に順延。
■場所　菊陽杉並木公園　スポーツ広場
■内容　にんじん収穫体験ほか各種イベント、

抽選会、出店による出展販売など
※詳細は、広報きくよう11月号でお知らせ
します。

　
【赤ちゃんハイハイ競争に
　　　　　　　　参加してみませんか】
■申込方法　当日受付
　　　　　　（事前受付は行いません）
※午前10時から本部テントで受付を行って
ください。
■定員　先着30人
■競争時間　午前11時30分～正午

にんじんレシピを募集します
　にんじんを使ったオリジナル料理のレシピを募集します。
いつも食べている「にんじんの根」の部分だけでなく、「に
んじんの葉」、「にんじんのしぼり汁」、「しぼった後のしぼ
りかす」などを使って、自慢の一品をご紹介ください。入
賞者には、記念品と５kg相当の菊陽にんじんを贈呈します。
皆さんのアイデアでにんじんの魅力を再発見しましょう！
■応募資格　町内に居住している人
■応募条件　手に入りやすい材料を使い、手軽に作れる調
理法であること
■応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、写真を添えて
保健予防係または武蔵ヶ丘支所に持参するか郵送してく
ださい。応募用紙は提出場所にあります。また町ホーム
ページからもダウンロードできます。作品は１人１点ま
でとし、未発表のものに限ります。応募作品は返却しま
せん。
■応募期限　10月21日（金）
※作品は「すぎなみフェスタ・健康まつりコーナー」に展
示し、「広報きくよう」でも紹介します。

■交通規制日時
　総合開会式当日（10月15日（土））は、熊本県
民総合運動公園周辺の道路で下図のとおり交通
規制が実施されます。会場へは、直接自家用車
での来場、会場への送迎や会場および周辺への
駐車はできません。

■会場への交通手段
❶公共交通機関
❷「交通センター」および「ＪＲ光の森駅」から
運行するシャトルバス
❸あらかじめ事務局が指定した臨時駐車場（無料）
から運行するシャトルバス

総合開会式会場周辺で交通規制が行われます
ねんりんピック2011熊本がいよいよ開催！

▲横断幕を掲げ一致団結する入道水区

問 介護保険課　介護予防係　☎（232）2366

交通
規制

「火の国に　燃えろ！ねんりん　夢・未来」をテーマに、10月15日（土）～18日（火）の４日間、ねんりん
ピック2011熊本が開催されます。県内各地で高齢者の皆さんを中心としたスポーツ・文化・健康・福祉
などのイベントが行われ、本町では「ウォークラリー交流大会 in 菊陽」を開催します。
開会式当日は会場周辺の道路で交通規制が実施されますので、ご協力をお願いします。

心を合わせて頑張れ！
　入道水ひまわり会がねんりんピック2011熊本
「ウォークラリー大会 in 菊陽」に出場すること
を受け、入道水区が横断幕を公民館に掲げました。
　同会は、昨年10月に行われたリハーサル大会
で優勝し、熊本県代表に選ばれています。代表
者の古荘チズ子さんは、「５人の心を一つに合わ
せ、熊本県代表の心意気を持って笑顔で競技に
臨みたい」と語りました。

10／15(土)
総合開会式

車両
通行止め

ふれ愛

ふれ愛

8：00～16：00

8：00～12：00

区間

区間
▲

▲
補助競技場

小山山

神園山

至八代 至益城

至空港

至三里木・光の森

佐川急便

至大津

熊本 I.C

木材工業団地
運転免許センター

熊本県民総合運動公園

県道熊
本空港

線

県道瀬田竜田線

県道
瀬田
熊本
線

国体道路
東西線

白川

線
北
南
路
道
体
国線

陽
菊
城
益
道
県

道
国

57
号

道
車
動
自
州
九

パーク
ドーム熊本

●

果実連
●

●

57
235

235

231

103

232

145

陸上競技場
（KKWING）
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　皆さんこんにちは
　私の名前はカースティ・ボーズワースといいま
す。イギリスのダービシャー州の出身です。年齢
は22歳で、2011年７月に、ハル国立大学で生物
医学の学位を取得しました。大学時代の１年間、
ヨーク州の病院にある血液学研究室で働いていま
した。将来は、薬剤関係か小児用医薬品関係の仕
事をしたいと思っています。
　わが家は、２人兄妹です。兄はシェーンといい、
故郷のダービシャーで電気技術者として働いてい
ます。家族はみんな、私が日本にいる間に、日本
を訪れることを楽しみにしています。
　趣味は、タップダンス、ジャズダンス、モダン
ダンス、アイリッシュダンスです。東京のイギリ
ス大使館で和太鼓演技を見て以来、和太鼓を新し
い趣味にしたいと思っています。
　日本に来るのは今回が初めてで、とてもわくわ
くしています。菊陽町はとても美しく、いろいろ
なところを探検したいと思います。寒くて雨が多
いイギリスと違って、とても蒸し暑い印象です。
私は外国語指導助手として働くことをとても楽し
みにしています。そして、生徒の皆さんと会える
日が待ち遠しいです。
　日本語はまだほんの少ししかできませんが、一
生懸命に仕事と勉強をして、できるだけ早く言葉
や文化を身につけていくつもりです。
　町、学校や教室で皆さんに会えることを楽しみ
にしています。

カースティ

Hello everyone,
My name is Kirsty Bosworth and I am from 
Derbyshire, England. I am 22 years old and I 
graduated from the University of Hull in July 
2011 with a degree in Biomedical Science. 
During the degree I had a 1 year placement 
in York at the Hospital working in the Hema-
tology laboratory. In the future I hope to 
have a career in the pharmaceutical industry 
or in pediatric medicine.  
My family has two children, one older 
brother and myself. My brother’s name is 
Shane and is a qualified electrician currently 
working in my hometown in Derbyshire. All 
of my family is excited to come and visit me 
during my time in Japan.
My hobbies in the UK were mainly focused 
around dancing; including Tap dance, Jazz, 
Modern and Irish. Since watching a Taiko 
drumming performance in the UK embassy 
in Tokyo I am hoping this may be a new 
hobby of mine. 
This is my first visit to Japan and I am very 
excited to be here. Kikuyo town is very 
beautiful and I am eager to explore. Al-
though very hot and humid, unlike the cold 
and raining UK I am used to. I am looking 
forward to starting work in the schools 
which I have been placed and can’t wait to 
meet the students I will be helping to teach.
My Japanese is very minimal currently how-
ever I plan on working and studying hard to 
learn the language and culture as soon as 
possible. 
I look forward to meeting you all around 
Kikuyo, at school and in classes.

Kirsty

新しいＡＬＴの先生が
　　　　　　赴任しました
　カースティ先生　
　　ようこそ菊陽町へ

保育
　

町
で
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
の
実
施
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す（
１

カ
所
を
予
定
）。
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭

的
保
育
者（
保
育
マ
マ
）に
な
っ
て
い
た
だ

け
る
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

家
庭
的
保
育
事
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
家
庭
的
保
育
事

業
の
制
度
、
家
庭
的
保
育
者（
保
育
マ
マ
）

と
な
る
場
合
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
説
明

す
る
予
定
で
す
。

　

家
庭
的
保
育
者（
保
育
マ
マ
）を
や
っ
て

み
た
い
人
、
興
味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
14
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所　

菊
陽
町
役
場
２
階
大
会
議
室

※

主
な
国
の
基
準

❶
児
童
数
は
保
育
者
１
人
で
３
人
以
内
❷

保
育
室
の
面
積
は
９
・
９
㎡
以
上
❸
衛
生

的
な
調
理
設
備
が
必
要
❹
幼
児
の
遊
戯
な

ど
に
適
す
る
庭（
ま
た
は
付
近
の
公
園
）❺

保
育
計
画
の
作
成
❻
保
育
の
記
録　

な
ど

家
庭
的
保
育
事
業
と
は

　

市
町
村
が
認
め
る
家
庭
的
保
育
者（
保

育
士
資
格
を
持
ち
、
定
め
ら
れ
た
研
修

を
受
け
た
人
）が
、
自
宅
や
賃
貸
ア
パ
ー

ト
な
ど
で
少
数
の
乳
幼
児
を
保
育
す
る

事
業
で
す
。
保
育
者
が
市
町
村
と
委
託

契
約
を
行
い
、
国
が
定
め
た
基
準
に
沿
っ

て
保
育
を
行
い
ま
す
。

問 

福
祉
課　

保
育
所
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

家
庭
的
保
育
事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

保
育
マ
マ
を
や
っ
て
み
た
い
人
、
興
味
が
あ
る
人
へ

年金
　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
10
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期

間
は
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比

べ
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も

生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と
き
は
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
や
若
年
者
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け
た

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
追
納
を
希

望
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

町
民
課　

年
金
係　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

問 

熊
本
西
年
金
事
務
所　

☎（
３
５
５
）３
２
６
１

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を
し
ま
せ
ん
か

年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に

募集
　

町
で
は
、
男
性
と
女
性
が
共
に
歩
む
、

明
る
い
心
豊
か
な
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、「
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
参
画
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
男
女
共

同
参
画
に
関
し
て
経
験
し
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
を
標
語
に
し
て
く
だ
さ
い
。
男
女

共
同
参
画
意
識
の
醸
成
、
普
及
や
啓
発
に

活
用
し
ま
す
。

■
内
容　

家
庭
、
地
域
、
職
場
や
学
校
な

ど
で
、
女
性
と
男
性
が
お
互
い
の
個
性

を
認
め
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
う
た
っ

た
も
の
。

■
条
件　

１
人
１
点
で
未
発
表
の
も
の
。

著
作
権
な
ど
は
菊
陽
町
に
帰
属
し
ま
す
。

■
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

■
応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

10
月
31
日（
月
）消
印
有
効

■
発
表
・
表
彰　

男
女
共
同
参
画
宣
言
都

市
記
念
式
典（
平
成
24
年
１
月
28
日
開

催
予
定
）の
会
場
で
表
彰
し
ま
す
。

■
応
募
先

　

〒
８
６
９－

１
１
９
２　

菊
陽
町
役
場

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
２
３
２
）４
９
２
３

　

メ
ー
ル
：som

u@
tow
n.kikuyo.lg.jp

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

「
男
女
共
同
参
画
」の
標
語
を
募
集
し
ま
す

菊
陽
町
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
を
計
画
中

第23回熊本県暴力追放県民大会
　あらゆる暴力の追放と、明るく住みよい
熊本県の実現を目指し、「暴力団追放３な
い運動」を実践スローガンに掲げ、県民総
ぐるみの暴力追放運動として開催されるも
のです。
暴力団追放３ない運動
○暴力団を恐れない
○暴力団に金を出さない
○暴力団を利用しない

■日時　11月８日（火）
　　　　午後１時30分～午後４時
■場所　菊陽町図書館ホール
■内容　❶表彰
　　　　❷特別講演
　　　　❸熊本県警察音楽隊コンサート
■主催　公益財団法人熊本県暴力追放運動

推進センター、菊陽町
■後援　熊本県警察
　　　　社団法人熊本県防犯協会連合会
■問い合わせ　総務課　☎（232）2111
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キャンベラ

バッカスマーシュ

　

国
際
化
時
代
に
生
き
る
人
材
育
成

を
目
的
と
し
て
平
成
８
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
本
町
の
海
外
派
遣
事
業
も
、

今
回
で
15
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
夏

休
み
期
間
を
利
用
し
、
菊
陽
中
学
校

か
ら
６
人
、
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
か
ら

６
人
の
計
12
人
の
生
徒
を
７
月
24
日

か
ら
８
月
６
日
ま
で
の
２
週
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

州
バ
ッ
カ
ス
マ
ー
シ
ュ
に
派
遣
し
ま

し
た
。

　

現
地
で
は
、バ
ッ
カ
ス
マ
ー
シ
ュ
・

グ
ラ
マ
ー
校
の
授
業
に
参
加
し
、
９

日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
外
国
で
の
生

活
を
通
し
て
、
日
本
で
は
得
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
、

新
た
な
目
標
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
８
月
22
日
に
は
役
場
で
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
町
執
行
部
、
教
育

委
員
、
両
中
学
校
長
、
派
遣
生
徒
保

護
者
の
参
加
の
も
と
、
事
業
報
告
会

を
行
い
ま
し
た
。

平成23年度
菊陽町中学生
海外派遣事業

バッカスマーシュ・グラマー校へホームステイ

　オーストラリアでの初めての会話
は、「Are you happy?」、「Yes !」
でした。オーストラリアでは不安よ
り期待の方が大きく感じました。
オーストラリアの人は優しく、僕に
話すときも僕が話すときも笑顔で対
応してくれました。
　この２週間たくさんのことを学び
ました。自分の夢も見つかりました。
その夢に向かって英会話の技術を高
めます。そして今度は自分の力で
オーストラリアへ行きます。

鶴田　蒼さん
　私が英語で一番苦手だったことは
話すことでした。けれど、オースト
ラリアへ行ってたくさんの人と出会
い、過ごしていくうちにコミュニ
ケーションの大切さを感じました。
　オーストラリアの人に私が話しか
けると笑顔で答えてくれたり、積極
的に話しかけてくれるようなフレン
ドリーな人ばかりで、とても楽しく
オーストラリアで過ごすことができ
ました。オーストラリアで学んだこ
とを今後の自分の人生に生かしてい
きたいです。

住田　絵実さん
　２週間を振り返り感じたことは、
集中力がついたことです。最初は緊
張して全く聞き取れなかったのが、
一緒に生活していく中で自然と聞き
取れるようになりました。毎日集中
して聞くように気をつけていたので、
集中力がついたのではないかと思い
ます。他には、生活習慣の違いなど
に驚きました。
　この派遣事業に参加できたことに
感謝し、これからの生活に生かして
いきたいと思います。

井上　瑞希さん

　積極的に行動すること。これが私
の海外派遣に向けての目標でした。
　私のホストファミリーはとても優
しく、親切にしてくれましたが、日
本語を一言も話せず、物静かだった
ため、初日は会話が少なく不安にな
りました。しかし、何か話そうと単
語だらけの英語で話していくと、
徐々にコミュニケーションがとれる
ようになりました。目標も達成でき、
自分の成長にもつながりました。お
世話になった全ての皆さんに感謝し
ます。

米村侑季乃さん
　私が今回の海外派遣事業を通して
学んだことは、コミュニケーション
能力でした。バッカスマーシュ・グ
ラマーのみんなはとてもフレンド
リーで、私はとても楽しく、安心し
て過ごすことができました。また、
オーストラリアの人たちは女性や子
どもに優しくて、日本もこうなれば
いいのにな、と思いました。今回は
英語の勉強が足らないせいで伝えら
れなかったことがたくさんありまし
た。これからもっと勉強して、次は
たくさんしゃべりたいです。

山本　彩乃さん
　オーストラリアで過ごした２週間
は自分にとって貴重な体験になりま
した。バッカスマーシュの人たちは
とてもフレンドリーで学校の廊下で
すれ違うたびに、「こんにちは」と
声をかけてくれたり、話しかけてく
れたのでとてもうれしかったです。
ホストファミリーとは短い間だった
けどとても仲良くなりました。楽し
く過ごした分、別れはとてもつら
かったです。今はメール交換しかで
きないけど将来もっと勉強してオー
ストラリアに行きます。

深松　結菜さん

　今回ホームステイをして心に残っ
たことは、バッカスマーシュ・グラ
マーのみんなやホストファミリーが
とてもフレンドリーで優しかったこ
とです。ホストファミリーとは一緒
に宿題をしたり、ゲームやサッカー
をして、毎日楽しく過ごし、本当の
家族のようになれました。だから、
とても別れがつらかったです。これ
から英語をもっと勉強して、またい
つかホストファミリーに会いに行き
たいです。一生忘れられない思い出
ができました。

木本涼太郎さん
　今回、オーストラリアへの海外派
遣事業で一番感じたことは、文化の
違いや言葉の違いがあっても、コ
ミュニケーションがとれるというこ
とです。最初は違いに戸惑いはした
けれど、自分から話しかけたりする
と、受け入れてくれると思います。
なので今回は、積極的に行動するこ
との大切さを学びました。これから
は、学校生活や行事などで積極的に
いきたいです。とても良い思い出が
できました。

川上　大輝さん
　私がオーストラリアで一番心に
残ったことは、オーストラリアの人
たちがとてもフレンドリーで親切に
してくれたことです。学校では、多
くの生徒が「コンニチハ」と声をか
けてきて、昼食のことや趣味、歌な
どの話をして盛り上がりました。ホ
ストファミリーは、夕食に味噌汁や
寿司を買ってくれたときがありまし
た。その温かい心が、とてもうれし
く感じました。この素晴らしい経験
ができたことに感謝しています。一
生の思い出です。

石橋美奈子さん

　私は今回の海外派遣事業に行って、
いろいろな体験をすることができま
した。その中で一番心に残っている
のは、オーストラリアの人の優しさ
です。オーストラリアの人は、みん
な積極的でおもしろい人ばかりで、
私が全然英語でしゃべれないときに、
ジェスチャーをしたり、ゆっくり
言ってくれたりしました。私はそれ
がとてもうれしかったです。
　本当にオーストラリアに行くこと
ができて良かったです。

寺岡　侑花さん
　僕はオーストラリアでのホームス
テイを体験し、とても貴重な時間を
過ごすことができたことに、とても
感謝しています。そこで生活する中
で日本との違いを数多く見つけまし
た。ホストファミリーは優しく、何
か分からないことがあったときは、
一生懸命に知っている日本語で話し
かけてくれました。たくさんの出会
いもありました。僕はそのおかげで
英語を積極的に使うことができまし
た。この経験を生かして、これから
も頑張ります。

田渕　俊介さん
　僕は、今回の海外派遣事業でオー
ストラリアの人たちの優しさに触れ、
また、日本とは違った文化や習慣な
ど、たくさんのことを学ぶことがで
き、とても良い経験ができました。
　特に、オーストラリアの人たちは、
性別や学年の違いに関係なく仲が良
く、心の広さを感じました。この経
験を最大限に生かし、もっと英会話
を身につけて、将来、お世話になっ
たホストファミリーと自由に会話で
きるようになりたいです。

後藤　和隆さん

生徒たちの感想～武蔵ヶ丘中学校（２年生）～ 生徒たちの感想～菊陽中学校（２年生）～

てらおか　　 ゆ　か た ぶち　しゅんすけ ご とう　　かずたか

き もとりょうたろう かわかみ　　たい き いしばし み　な　こ

よねむら ゆ　き　の やまもと　　あや の ふかまつ　　ゆい な

つる た　　あおい すみ た　　　え　み いのうえ　　みず き



2021 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2011.10 MY  HOME  TOWN  KIKUYO  2011.10

子ども
議会

問 

学
務
課　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
８

問 

議
会
事
務
局　

☎（
２
３
２
）４
９
１
９

菊
陽
町
子
ど
も
議
会
を
開
催
し
ま
し
た

中
学
生
の
代
表
に
よ
る

８
月
９
日
、
菊
陽
町
議
会
議
場
で
、
菊
陽
中
学
校
、
武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
代
表
の
生

徒
13
人
に
よ
る
「
菊
陽
町
子
ど
も
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
学
生
議
員
は
、
菊
陽
町
が
自
分
た
ち
の
力
に
よ
っ
て
良
い
場
所
に
な
る
た
め
に
、

教
育
・
産
業
・
環
境
・
福
祉
・
交
通
・
危
機
管
理
な
ど
の
分
野
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
質
問
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
町
長
、
教
育
長
を
は
じ
め
町
職
員
が
答

弁
し
ま
し
た
。

で
き
る
医
療
機
関
一
覧
表
が
あ
る
と
安
心

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
覧

表
作
成
に
向
け
て
菊
陽
町
の
医
師
会
や
歯

科
医
師
会
な
ど
関
係
す
る
機
関
と
話
し
合

い
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
交
通
に
つ
い
て

質
問　

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
の
正
門
前
の
道

は
、
朝
は
小
学
生
が
集
団
登
校
す
る
た
め
、

歩
道
い
っ
ぱ
い
に
歩
き
、
時
に
は
車
道
に

出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
交
通
量

も
多
い
の
で
大
変
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。

歩
道
を
広
げ
る
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置

す
る
な
ど
の
安
全
策
を
取
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

答
弁　

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
前
の
道
路
沿
い

に
は
住
宅
が
密
集
し
、
電
柱
が
連
立
し
て

い
ま
す
。
歩
道
を
広
げ
る
に
は
、
土
地
の

用
地
買
収
や
電
柱
の
移
設
を
す
る
必
要
が

あ
り
、
予
算
や
期
間
も
含
め
、
非
常
に
難

し
い
課
題
で
す
。
現
時
点
で
は
車
線
分
離

標（
ポ
ー
ル
）で
対
応
し
て
い
る
状
況
で
す

が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
含
め
、
歩
車
道
ブ

ロ
ッ
ク
の
設
置
や
防
護
柵
の
設
置
な
ど
有

効
性
や
可
能
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

質
問　

東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方
を

は
じ
め
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
菊
陽
町
で
起
こ
り
う
る
災
害
、

二
次
災
害
に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
考
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
災
害
で
危

険
と
考
え
ら
れ
る
地
域
で
は
、
各
家
庭
ど

う
い
っ
た
対
策
が
必
要
で
、
避
難
経
路
や

避
難
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

答
弁　

起
こ
り
う
る
災
害
は
、
地
震
や
大

雨
に
よ
る
洪
水
・
土
砂
災
害
、
台
風
に
よ

る
暴
風
雨
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

二
次
災
害
と
は
、
災
害
が
発
生
し
た
後
に

災
害
調
査
、
人
命
救
助
、
救
援
な
ど
の
活

動
に
従
事
す
る
人
た
ち
が
受
け
る
災
害
を

い
い
ま
す
。
災
害
対
応
・
復
旧
作
業
に
は

十
分
注
意
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
作
業
に
あ
た
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
町
で
は
平
成
21
年
３
月
に
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
全
戸
に

配
布
し
、
転
入
者
世
帯
に
も
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。
マ
ッ
プ
に
は
、
各
地
域
の
避
難

場
所
、
避
難
路
、
主
な
主
要
道
路
、
各
種

災
害
に
対
す
る
準
備
と
対
応
、
そ
し
て
非

常
用
持
出
品
な
ど
が
示
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
災
害
時
に
備
え
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

質
問　

今
後
菊
陽
町
で
は
、
他
の
市
町
村

と
の
合
併
を
行
う
予
定
、
ま
た
は
法
定
協

議
会
な
ど
を
立
ち
上
げ
る
予
定
は
あ
り
ま

す
か
。
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
対
象
の

市
町
村
名
、
な
い
の
で
あ
れ
ば
合
併
を
行

わ
な
い
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁　

現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
、
菊
陽
町
の
中
で
町

民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
幸
せ
に
な
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
、
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
や
政
策
を
考
え
な
が
ら
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
将
来
合
併
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

パ
ー
ト
ナ
ー
が
現
れ
た
り
、
道
州
制
な
ど

の
議
論
が
深
ま
っ
て
再
び
市
町
村
合
併
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
な
時
期
が
来
て
、
近
隣

市
町
村
と
合
併
す
る
こ
と
が
町
民
の
皆
さ

ん
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
と
き

に
は
、
町
ぐ
る
み
で
一
緒
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
に
つ
い
て

質
問　

近
く
で
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
場
所

に
は
公
園
が
あ
り
ま
す
。
公
園
に
は
遊
具

も
な
く
、
立
て
看
板
に
は
「
球
技
禁
止
」

な
ど
と
表
記
が
あ
る
の
で
、
遊
ぶ
と
い
っ

て
も
走
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
新
し
く
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
も
で
き
る

公
園
を
造
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

答
弁　

菊
陽
町
に
は
、
大
小
合
わ
せ
て
90

を
超
え
る
公
園
や
広
場
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
公
園
に
ボ
ー
ル
遊
び
を
禁
止
す
る
看

板
を
設
置
し
て
い
る
の
は
、
限
ら
れ
た
広

さ
の
公
園
で
安
全
を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

ボ
ー
ル
遊
び
の
で
き
る
公
園
に
は
、（
仮

称
）光
の
森
多
目
的
広
場
や
杉
並
木
公
園

ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
ち
ら

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
の
教
育
に
つ
い
て

質
問　

教
育
に
関
す
る
町
の
予
算
の
使
い

方
や
改
築
な
ど
の
計
画
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

予
算
の
使
い
方
に
つ
い
て
、
本
年

度
の
教
育
費
の
主
な
も
の
で
は
、
給
料
や

賃
金
な
ど
の
人
件
費
、
各
校
舎
な
ど
の
施

設
修
理
や
建
設
費
用
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

リ
ー
ス
費
用
、
教
科
書
以
外
の
教
材
費
用
、

電
気
代
、
水
道
代
な
ど
の
光
熱
水
費
用
な

ど
に
使
っ
て
い
ま
す
。
改
築
な
ど
の
計
画

決
定
に
つ
い
て
は
、
新
校
舎
を
建
設
す
る

場
合
は
地
域
住
民
、
学
校
の
先
生
や
学
識

経
験
者
に
よ
る
検
討
委
員
会
な
ど
を
設
置

し
、
専
門
の
建
築
設
計
会
社
と
一
緒
に
計

画
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
後
、
町
長
か
ら

町
議
会
へ
提
案
し
、
議
会
の
承
認
を
得
て

事
業
を
進
め
ま
す
。

　
産
業
に
つ
い
て

質
問　

私
た
ち
の
将
来
を
考
え
れ
ば
、
町

全
体
の
産
業
が
活
発
に
な
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
。
毎
年
、
町
の
店
舗
や
職
場

に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
職
場
体
験
を
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
あ
ら
た
め
て

地
元
な
ら
で
は
の
良
さ
に
気
づ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
元
の
店
舗
同
士

が
協
力
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
よ
う

な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

個
人
消
費
の
喚
起
と
町
内
小
売
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
活
性
化
を
図
り
、
町
内
消

費
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
町
・
地
元

商
工
会
・
地
元
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
町
商
工
会
や
関
係
団
体
な
ど

と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
効
果
的
な

方
策
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て

質
問　

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
に
は
火
力
や
原
子
力
に
頼
る

部
分
が
大
き
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
方

法
の
見
直
し
は
大
き
な
問
題
だ
と
い
え
ま

す
。
そ
こ
で
、
校
舎
の
屋
上
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
す
る
な
ど
、
菊
陽
町
で
発
電
を

行
っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答
弁　

新
た
な
施
設
の
建
設
や
建
物
の
改

修
を
行
う
際
に
は
、
い
ろ
ん
な
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
が
導
入
で
き
な
い
か
、
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
廃
棄
物
処
理
場

で
の
発
電
な
ど
、
町
が
現
に
使
用
し
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
か
な
ど
の
検
討
も
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て

質
問　

菊
陽
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は

菊
池
郡
市
医
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ

ン
ク
し
て
、
休
日
在
宅
当
番
医
が
分
か
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
の
ど
こ
に

ど
ん
な
病
院
や
医
院
が
あ
り
、
何
時
か
ら

何
時
ま
で
診
察
を
し
て
い
る
か
を
ま
と
め

た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
を
含
め
て
、

多
く
の
人
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
菊
陽

町
の
医
療
施
設
を
ま
と
め
た
も
の
は
発
行

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁　

町
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
利
用

子ども議会参加生徒の感想　
　今回の子ども議会は、菊陽町で初の取
り組みでした。みんな分からないことが
たくさんありましたが、一生懸命取り組
めたと思います。生きる力を育むために
教育に力を入れていること、起こりうる
災害やその対策もきちんとできていると
いうことが分かりました。菊陽町の議員
さんたちは、町がより良いものになるた
めにこのような議会をされていることが
この子ども議会を通して分かりました。
　今回の子ども議会は、私たちから直接
意見を述べることができとても良い経験
になりました。私たちの年からこのよう
な場を設けていただき貴重な経験ができ
てとてもうれしく思います。今後も、こ
の子ども議会が続けられ菊陽町の恒例の
行事になっていけばいいなと思います。
　子ども議会を通して、菊陽町について
詳しく知ることができ、町長さんや教育
長さんから直接お答えいただいたことは
とても貴重な体験になりました。学校で
の話し合いの方法について参考になるこ
とがたくさんあったので、取り入れてい
きたいと思いました。

▲菊陽中学校・武蔵ヶ丘中学校の生徒代表
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金婚を迎えられたご夫婦の皆さん、おめでとうございます。
金婚夫婦表彰式典が９月10日、菊陽町図書館ホールで開催されました。
本年は58組のご夫婦が、結婚から50年を迎えられ表彰を受けました。
表彰を受けられたご夫婦をご紹介します。（敬称略）

結婚して50年
金婚夫婦表彰
結婚して50年
金婚夫婦表彰

現在、菊陽町には100歳以上の人が13人いらっしゃいます。
９月２日、本年度末までに100歳以上の誕生日を迎えられる長寿者13人（女性12人、男性１人）を、
後藤町長が訪問し、長寿を祝うとともに花束を贈呈しました。

鍋島　孝昭・ミチヨ　（井口）
小牧　律男・ 悦子 　（辛川）
山川　　巖・八惠子　（道明）
馬場　孝一・ヨシ子　（道明）
松村　哲也・ 清子 　（戸次）
西本　安春・タカ子　（中代）
上田　一𠮷・ミツ子　（中代）
中田　次人・ヱミ子　（中代）
山川　　光・シズノ　（中代）
矢野　輝雄・ハツミ （大堀木）
久目形一視・ スミ　（宮ノ上）
淵脇　信弘・惠美子 （宮ノ上）
吉野　幸敏・キヨ子（上津久礼）
吉川　福彌・ 郁子 （下津久礼）
𠮷本　強臣・ 律子 （下津久礼）
大川三代人・ 征子 （下津久礼）
山戸　幸正・タツ子 （三里木）
木永　茂美・ 澤子　（三里木）
志柿　義信・ミヨノ （三里木）
舟津　哲人・葉久代（三里木北）
三又　義男・扶代子　（新山）
田上　　一・ 浩子　 （新山）
平岩　幸弘・ 路子　 （新成）
男澤　豊治・タミ子　（新成）

緒方　健輔・ 和子　（青葉台）
佐野　正憲・ 弘子　（青葉台）
川野　光夫・ 悦子　（東ヶ丘）
俵積田　勇・ 京子　 （沖野）
髙木　良一・智枝子 （古閑原）
坂本　　敦・ムツヱ　（柳水）
髙木　正隆・ホシ子　（馬場）
甲斐　長利・登茂子　（馬場）
合志　　洋・タカコ　（馬場）
吉岡　　茂・登美子　（馬場）
髙田　　磨・ 絹代　 （馬場）
中川　　誇・ミエ子　（馬場）
松江　精一・ 照子 （鉄砲小路）
橋本　利男・スユ子（鉄砲小路）
狹間　德男・ムツ子（鉄砲小路）
清藤　　健・カホル　（長塚）
屋宜　春男・ 靜子　 （長塚）
弓削　清治・カツヨ　（新町）
佐藤　進也・ 良子　 （南方）
紫藤　　豊・ 富子　 （南方）
佐藤　禎一・ 澄世　 （南方）
笠　　　剛・ 米子　 （南方）
今井　靜秋・セツ子　（中尾）
坂本　國男・ 榮美　 （駅前）

齊藤　光芳・ 順子　 （駅前）
上田　一男・ 節子　 （駅前）
後藤　　光・ 　子 （光３町内）
井野　功助・江美子（光４町内）
稲田　東洋・ミク子（武７町内）
黒木　秀臣・ 歌子 （武８町内）
福田　忠光・ 妙子 （武８町内）
神山　貞夫・ミヱ子 （八久保）
松本　貫之・ 信子　（南花立）
大橋　良春・ 直美 （南八久保）

地域の皆さんにも助けてもらい
ながら、喜びも悲しみも一緒に
乗り越えてきました。
とても感謝しています。

INTERVIEW

対象者 性別 年齢 地区
緒方マサト
松下　　登
北村　トメ
鳥栖チサコ
宮本ヨシエ
佐藤　　節
右田　レツ

辛川
三里木北
花立
鉄砲小路
出分
南方
鉄砲小路

女
男
女
女
女
女
女

105
104
103
103
102
102
102

対象者 性別 年齢 地区
古谷ヒトヱ
尾山　キワ
堀川タマヨ
笠　ミサエ
田中　實伸
小牧トシ子

下津久礼
三里木
八久保
南方
杉並台
辛川

女
女
女
女
女
女

101
101
100
100
100
100

※年齢は平成24年３月31日時点での年齢です。

▲（左から）富士フイルム㈱ 渡邊執行役員、
　蒲島県知事、後藤町長

調印
　

ナ
カ
ヤ
マ
精
密
株
式
会
社（
本
社
：
大

阪
市
）、
と
菊
陽
町
は
９
月
12
日
、
ナ
カ

ヤ
マ
精
密
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
建
設
の
決
定
に
伴
い
、
蒲
島
熊
本
県

知
事
の
立
ち
会
い
の
も
と
「
工
場
立
地
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

ナ
カ
ヤ
マ
精
密
株
式
会
社
は
、
昭
和
44

年
６
月
に
金
型
超
硬
部
品
お
よ
び
電
子
機

器
半
導
体
製
造
周
辺
の
耐
摩
耗
部
品
な
ど

を
主
製
品
と
し
て
操
業
を
開
始
さ
れ
、
昭

和
59
年
に
は
、
熊
本
県
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
計

画
に
沿
い
西
原
村
に
進
出
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
西
原
工
場
の
拡
張
や
大
阪
工
場
と

の
統
合
な
ど
で
確
実
に
業
績
を
伸
ば
さ
れ
、

業
界
に
お
け
る
地
位
を
確
立
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
昨
年
５
月
に
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
金
星
探
査
機
「
あ
か
つ
き
」
に
は
、

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
Ｉ
ｎ
Ｎ
ａ
ｋ
ａ
ｙ
ａ
ｍ
ａ
の

製
品
が
使
用
さ
れ
た
実
績
か
ら
も
、
そ
の

技
術
力
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
新
設
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
研
究
開
発
施
設
を

設
置
さ
れ
、
ナ
ノ（
１
／
１
０
０
０
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）加
工
・
分
析
技
術
に
よ

る
製
品
の
開
発
・
製
造
や
燃
料
電
池
部
品

な
ど
次
世
代
製
品
の
開
発
を
進
め
て
い
く

計
画
と
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
燃
料
電
池

部
品
の
開
発
に
は
、
特
に
期
待
を
寄
せ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
燃
料
電
池
と
は

　

燃
料
を
燃
や
す
こ
と
な
く
化
学
反
応

に
よ
っ
て
電
気
と
熱
を
直
接
得
る
こ
と

が
で
き
る
次
世
代
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

発
電
効
率
に
優
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

や
環
境
問
題
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
書
」
に
調
印

ナ
カ
ヤ
マ
精
密
株
式
会
社
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
建
設
決
定

菊
陽
町
土
地
開
発
公
社
が
開
発
し
た
原
水
工
業
団
地
に
、
ナ
カ
ヤ
マ
精
密
株
式
会

社
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
進
出
が
決
定
し
、
ナ
カ
ヤ
マ
精
密
株
式
会
社
お
よ

び
熊
本
県
と
「
工
場
立
地
に
関
す
る
協
定
書
」
に
調
印
し
ま
し
た
。

調印
　

富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
、
熊
本
県
お

よ
び
菊
陽
町
は
８
月
31
日
、「
第
４-

２

期
工
場
増
設
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

新
工
場
で
は
、「
超
広
幅
フ
ジ
タ
ッ
ク
」

の
中
で
も
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
の
表
示
方
式

の
一
つ
で
あ
る
「
Ｖ
Ａ
モ
ー
ド
」
に
使
用

さ
れ
、
液
晶
テ
レ
ビ
の
視
野
角
の
拡
大
や

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
向
上
に
寄
与
す
る
「
Ｖ

Ａ
用
フ
ィ
ル
ム
」
が
生
産
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

液
晶
テ
レ
ビ
は
、
低
価
格
化
や
高
性
能

化
に
よ
り
、
先
進
国
に
加
え
、
新
興
国
で

も
急
速
に
需
要
が
拡
大
し
て
お
り
、
中
で

も
40
イ
ン
チ
以
上
の
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
の

世
界
出
荷
台
数
は
、
年
率
30
％
以
上
の

ペ
ー
ス
で
増
え
て
お
り
、
平
成
23
年
度
に

出
荷
さ
れ
る
テ
レ
ビ
の
約
50
％
を
占
め
る

見
込
み
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
富
士
フ

イ
ル
ム
株
式
会
社
が
製
造
す
る
「
Ｖ
Ａ
用

フ
ィ
ル
ム
」
の
需
要
は
急
激
に
高
ま
っ
て

お
り
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
で
は
、

同
フ
イ
ル
ム
の
供
給
量
を
平
成
24
年
度
ま

で
に
現
在
の
２
倍
に
す
る
こ
と
を
計
画
さ

れ
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
た
今
回
の
投
資
と

な
り
ま
す
。

■
事
業
計
画
の
概
要（
第
４－

２
期
工
事

分
）

❶
投
資
概
要
：
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
材
料（
Ｔ
Ａ
Ｃ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
）

の
生
産

❷
投
資
金
額
：
１
６
０
億
円

❸
工
事
着
工
時
期
：
平
成
23
年
９
月

❹
操
業
開
始
時
期
：
平
成
24
年
12
月

❺
主
な
製
造
品
目
：
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
材
料（
Ｔ
Ａ
Ｃ
フ
ィ
ル

ム
な
ど
）

❻
新
規
雇
用
従
業
員
数
：
約
50
人

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
第
４
期
工
場
建
設
決
定

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
第
４

－

２
期
工
場
建
設
が
決
定
し
、
富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会

社
お
よ
び
熊
本
県
と
「
工
場
増
設
に
関
す
る
協
定
書
」
に
調
印
し
ま
し
た
。

▲男澤豊治さん、タミ子さんご夫婦

祝

問 

商
工
振
興
課　

☎（
２
３
２
）２
１
６
５

「
工
場
増
設
に
関
す
る
協
定
書
」に
調
印

▲（左から）ナカヤマ精密㈱ 中山社長、
　蒲島県知事、後藤町長

問 

商
工
振
興
課　

☎（
２
３
２
）２
１
６
５

▲町内最高齢者の緒方マサトさん

100歳以上の長寿者訪問
ご長寿おめでとうございます



　７月29日、町土木建設業協会会員ボランティアに
よる光の森、原水地区の町道の草刈りなどの清掃活動
が行われました。
　８月20日には測量・設計技術の向上に努め、菊陽
町の発展に役立ちたいという目的で菊池郡市の測量業
者有志でつくる測友会（西髙誠一会長）の会員14人が、
光の森多目的広場と光の森地内の緑道（まなびのみち）
で清掃活動を行いました。作業後には道路、広場が見
違えるように美しくなりました。

道路・広場が美しくなりました
町土木建設業協会、測友会がボランティア清掃活動

ゴーヤのオリジナル料理で試食会
グリーン（ゴーヤ）カーテン菊陽

親も子も楽しく遊ぼう！学ぼう！
第７回菊陽町次世代育成支援「陽っ子まつり」
　第７回菊陽町次世代育成支援「陽っ子まつり」が９
月３日、菊陽町図書館ホールで開催されました。
　会場には約450人の親子連れが訪れ、子どもが楽し
めるよう企画されたブースで、いろいろな遊びを体験
しました。ステー
ジでは、交通安全
教室や救急救命教
室をはじめ、いち
ごくらぶによる楽
しいコンサートが
行われ、スペシャ
ルゲスト「くまモ
ン」が登場すると、
子どもたちは大歓
声をあげ、踊りや
クイズで会場は大
いに盛り上がりま
した。

鉄砲小路の歴史を伝える
蘇古鶴神社375年祭記念誌「鉄砲小路」発刊

　来年９月に菊池地域で開催予定の第67回熊本県民
体育祭菊池大会の実行委員会設立総会が８月31日、
菊池市七城公民館で開催されました。
　総会では、実行委員会会長の福村三男菊池市長が
「一致団結し菊池大会の成功に向けて頑張っていきま
しょう」とあいさつ。また、スローガンとシンボル
マークの表彰式が行われました。今後は、菊池大会ス
ローガン「新たな挑戦　新たな感動　菊池県体」を掲
げ、来年の大会成功に向けて活動していきます。

「新たな挑戦 新たな感動 菊池県体」
第67回熊本県民体育祭菊池大会実行委員会設立総会

空港を生かしたまちの活性化を目指して
大阪府豊中市長が来町

　大阪府豊中市から淺利敬一郎市長をはじめ関係者６
人が８月31日、本町を訪れました。
　豊中市には大阪国際空港（伊丹空港）があり、淺利市
長は、「就航先である阿蘇くまもと空港のある菊陽町
と、空港を生かした交流を深めて両市町の活性化を目
指したい」と提案され、今後の交流の在り方について
意見を交わしました。
　後藤町長は「今回の訪問をきっかけに交流を深めて
いきたい」と述べました。

　緑のカーテン普及に取り組む「グリーン（ゴーヤ）
カーテン菊陽」が９月２日、南方区農事研修センター
でゴーヤ料理の試食会を行いました。
　ゴーヤカーテンから収穫したゴーヤを使い、会員た
ちがかき揚げ、ピザやドーナツなどのアイデア料理を
十数種類作りました。紫藤和代さんは、「皆さんと料
理を作って食べて、つながりが深まるのがうれしいで
す」と話します。料理を食べ、オリジナルソングを合
唱し、終始にぎやかな会となりました。

菊陽勢は善戦むなしく惜敗
第20回菊陽町すぎなみ旗争奪中学校軟式野球大会

菊陽西小学校が優勝飾る
第９回菊陽町すぎなみ杯争奪小学校軟式野球大会

▲町土木建設業協会の活動 ▲測友会の活動

▲空港を生かした活性化について意見を交わす両市町 ▲関係者約100人が集まり、総会が開かれた

▲ゴーヤ料理で交流を深める
▲たのしい保育園コーナーの
　ままごとセットで遊ぶ子ども

▲優勝した合志中学校

　第20回菊陽町すぎなみ旗争奪中学校軟式野球大会
が９月３・４日の２日間、町民総合運動場を主会場に
開催されました。
　菊陽中、武蔵ヶ丘中のほか、町外（熊本市、菊池市、
合志市、大津町、八代市、西原村、益城町）の中学校
からも参加があり、16校で熱戦が繰り広げられました。
【優勝】合志中学校（合志市）　【準優勝】西原中学校
（西原村）　【第３位】八代第一中学校（八代市）、泗水
中学校（菊池市）

▲優勝した菊陽西小学校

　第９回菊陽町すぎなみ杯争奪小学校軟式野球大会が
８月６日、町民総合運動場で開催されました。
　今回で９回目となるこの大会には、町内の小学校か
ら３チームの参加がありました。大会は３チームのリ
ンク戦方式で行われ、選手たちは日頃の練習の成果を
十分に発揮し、好ゲームが繰り広げられました。
【優　勝】菊陽西小学校
【準優勝】武蔵ヶ丘野球クラブ
【第３位】ＫＣブルースターズ

　鉄砲小路区では、鉄砲小路の由緒ある歴史を若い人
や子どもたちに知ってもらうため、５年ぶりに歴史書
「鉄砲小路」を発行しました。
　区内にある蘇古鶴神社の遷宮は、25年ごとに実施
されています。これまでも、歴史書を作成してきまし
たが、今回は、文字を大きくし、写真を多く使用して
分かりやすいように工夫しました。この歴史書は、古
文書をひもとき、現場を歩き、先輩の助言を受けるこ
とによって完成させることができました。

▲蘇古鶴神社375年祭記念誌「鉄砲小路」

ひかり
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I N F O R M A T I O N 情 報 掲 示 板※費用については、自己負担があるもののみ掲載しています。

　

本
年
６
月
か
ら
12
月
末
ま
で
、
歯
周
疾
患

検
診
を
町
内
の
委
託
歯
科
医
院
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
す
で
に
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
受
診
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者　

本
年
度
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
人

▼
自
己
負
担
額　

１
，
０
０
０
円

▼
助
成
期
限　

12
月
28
日（
水
）

▼
そ
の
他　

案
内
通
知
を
紛
失
し
た
人
は
、

保
健
予
防
係
で
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

　

働
く
婦
人
の
家
利
用
者
の
各
講
座
生
が
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
や
展
示
で
に

ぎ
や
か
に
披
露
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時　

﹇
発
表
・
展
示
の
部
﹈

 

10
月
30
日（
日
）　

午
前
９
時
30
分
開
会

※
展
示
は
10
月
29
日（
土
）か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

10
月
17
日（
月
）〜
23
日（
日
）は
秋
の
行
政

相
談
週
間
で
す
。
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
行
政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
意
見
、
要
望
、
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相
談
な

ど
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す

る
通
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
17
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
交
流
・
福
祉
支
援
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー

▼
相
談
員　

板
楠　

和
也
さ
ん　

▼
連
絡
先　

〒
８
６
９－

１
１
０
１

　

菊
陽
町
大
字
津
久
礼
５
９
９
番
地
２

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）０
９
３
４

　

10
月
１
日
は
、
十
と
一
を
合
わ
せ
て「
土
」

で
土
地
の
日
で
す
。
土
地
基
本
法
で
は
土
地

に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
て
い
ま
す
。

土
地
の
有
効
利
用
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

❶
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

❷
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
必
要
で
す
。

❸
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん
。

❹
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

総
合
政
策
課　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

▼
日
時　

11
月
５
日（
土
）　

▼
日
時　

11
月
13
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

▼
場
所　

熊
本
再
春
荘
病
院

▼
内
容　

健
康
講
座
❶「
心
臓
病
と
運
動
の

効
用
」
❷「
血
行
、
若
返
る
」、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
、
病
院
見
学
ツ
ア
ー
、
実
演
・
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
測

定
コ
ー
ナ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
再
春
荘
病
院　

管
理
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
２
）１
０
０
０

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、
大
津
警
察
署

で
も
運
動
重
点
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

▼
期
間　

10
月
11
日（
火
）〜
10
月
20
日（
木
）

▼
運
動
重
点

❶
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

❷
万
引
き
、
自
転
車
盗
の
防
止

❸
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
の
防
止

▼
問
い
合
わ
せ　

　

大
津
警
察
署　
　

☎（
２
９
４
）０
１
１
０

▼
日
時　

10
月
５
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
場
所　

大
津
町
町
民
交
流
施
設

　
　
　
　
「
オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
」

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
６
４
）２
８
８
９

　

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
７
２
）５
０
３
１

　

劇
団
ぱ
れ
っ
と
に
よ
る
人
形
劇
で
す
。

▼
日
時　

11
月
５
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
開
演

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

▼
問
い
合
わ
せ　

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

▼
日
時　

10
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
（
午
後
２
時
ま
で
入
場
可
）

▼
場
所　

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
合
志
市
）

▼
内
容　

講
演
会
、展
示
コ
ー
ナ
ー
、実
演
・

体
験
コ
ー
ナ
ー
、
試
食
・
試
飲
コ
ー
ナ
ー
、

展
示
・
即
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
２
）７
７
８
０

▼
日
時　

11
月
６
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

県
立
技
術
短
期
大
学
校

▼
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
問
い
合
わ
せ　

　

県
立
技
術
短
期
大
学
校　

教
務
学
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）９
７
０
０

▼
日
時　

11
月
８
日（
火
）

　
　
　
　

正
午
〜
午
後
４
時
20
分

▼
場
所　

Ｈ
Ｓ
Ｒ
九
州
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

レ
イ
ン
ボ
ー
熊
本（
大
津
町
）

▼
対
象
者　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー（
現
在
車
に
乗
っ
て
い
る
人
で
、

当
日
自
家
用
車
を
持
ち
込
め
る
人
）

▼
内
容　

車
の
運
転
、
歩
行
、
夜
間
の
注
意

点
、
健
康
診
断（
予
定
）な
ど

▼
申
込
期
限　

11
月
４
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

交
通
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

▼
日
時　

10
月
30
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
開
会

　
　
　
　
（
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
）

▼
場
所　

菊
陽
町
民
体
育
館（
主
会
場
）

　
　
　
　

菊
陽
中
学
校
体
育
館

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

１
，
５
０
０
円

※
追
加
登
録
料
は
１
人
２
０
０
円
。

▼
申
込
日　

10
月
14
日（
金
）・
15
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時

▼
申
込
先　

中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

▼
監
督
会
・
抽
選
会

　
　
　
　
　

10
月
18
日（
火
）　

午
後
８
時

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
５
２
０

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

合
志
市
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
内
「
文
化
会
館
」

▼
対
象
者　

合
志
市
民
・
一
般
県
民

▼
内
容　

❶
合
志
義
塾
の
教
育
と
近
代
農
民
像

❷
合
志
義
塾
に
学
ん
で
〜
私
の
心
棒
を
育
ん

で
く
れ
た
義
塾
の
教
え

▼
問
い
合
わ
せ　

　

合
志
市
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
４
２
）１
１
１
２

　

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
一
人
一
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す

集
会
で
す
。

▼
日
時　

10
月
29
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本（
熊
本
市
）

▼
内
容　

県
内
の
小
中
高
・
特
別
支
援
学
校

の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
体
験
・
活
動
報

告
や
集
会
ア
ピ
ー
ル
文
採
択
、
記
念
活
動

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

県
人
権
同
和
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
３
）２
７
０
２

▼
日
時　

10
月
９
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
午
後
７
時
30
分

　
　
　
　
（
午
後
４
時
開
演
）

▼
場
所　

菊
陽
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
　

さ
ん
ふ
れ
あ
「
ふ
れ
あ
館
」

▼
費
用　

３
，
５
０
０
円

　
　
　
　
（
飲
食
代
込
み
・
温
泉
券
付
き
）

▼
チ
ケ
ッ
ト　

さ
ん
ふ
れ
あ
で
販
売

▼
問
い
合
わ
せ　

　

菊
陽
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」　

☎（
２
３
２
）８
６
９
０

▼
日
時　

10
月
16
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
場
所　

泗
水
ホ
ー
ル（
菊
池
市
）

▼
内
容　

❶
東
日
本
大
震
災（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）報
告

❷
被
災
地
復
旧
時
の
保
健
活
動

❸
国
立
病
院
機
構
に
お
け
る
心
の
支
援
活
動

❹
被
災
地
派
遣
を
と
お
し
て
考
え
た
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

▼
定
員　

４
０
０
人

▼
問
い
合
わ
せ　

　

菊
池
郡
市
医
師
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
１
８
１

▼
日
時　

10
月
22
日（
土
）

　
　
　
　
【
午
前
の
部
】

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　
【
午
後
の
部
】

　
　
　
　

午
後
０
時
15
分
〜
午
後
３
時
15
分

▼
場
所　

菊
陽
病
院

▼
内
容　

午
前
中
は
本
館
４
階
で
催
し
物
を

行
い
、
午
後
か
ら
は
Ｏ
Ｔ
棟
・
別
館
１
階

デ
イ
ケ
ア
棟
で
展
示
や
バ
ザ
ー
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

菊
陽
病
院（
Ｏ
Ｔ
室
：
村
下
・
岡
田
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）３
１
７
１

●
募　
　

集
●

全
国
一
斉
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

「
働
く
婦
人
の
家
」
講
座

発
表
会
を
開
催
し
ま
す

10
月
は
土
地
月
間

第
32
回
高
齢
者
お
よ
び
女
性

交
通
安
全
の
集
い
受
講
者
募
集

放
送
大
学
公
開
講
演
会

「
合
志
義
塾
〜
農
と
心
の
学
び
舎
」

も
う
お
済
み
で
す
か
？

歯
周
疾
患
検
診

秋
の
行
政
相
談
週
間
特
設

相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

菊
池
郡
市
医
師
会
公
開
市
民
講
座

「
東
日
本
大
震
災
医
療
支
援
報
告
会
」

第
45
回
菊
陽
町
会
長
杯
争
奪
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
参
加
者
募
集

熊
本
再
春
荘
病
院

第
９
回
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
30
回
菊
陽
病
院
文
化
祭

熊
本
県
人
権
子
ど
も
集
会

秋
の
ジ
ャ
ズ
ナ
イ
ト
ラ
イ
ブ

全
国
地
域
安
全
運
動

「
地
域
社
会
と
の
連
携
と
協
働
」

九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

一
般
公
開

人
形
劇

「
ね
ず
み
の
嫁
入
り
」

第
14
回
技
短
祭
を

開
催
し
ま
す
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第25回菊陽町にんじんの里マラソン大会
参加者募集

　毎年恒例の「菊陽町にんじんの里マラソン大会」を
開催します。爽やかな秋空の下、自然豊かな田園地帯
を走ってみませんか。▲

日時　11月６日（日）　
　　　　午前９時15分開会▲

場所　菊陽杉並木公園周辺コース▲

種目・対象者
❶２㎞　小学生（２年生以上）、中学生、一般女子
❷５㎞　中学生、一般男女（高校生以上）
❸10㎞　一般男女（高校生以上）▲

参加費　中学生以下　1，000円
　　　　　高校生以上　1，500円▲

申込期限　10月 20日（木）▲

申込方法　事務局備え付けの申込書に必要事項を記
入し、参加費を添えてお申し込みください（平日：
午前９時～午後５時）。当日の参加申込はできません。▲

申込み・問い合わせ
　菊陽町にんじんの里マラソン大会事務局
　（菊陽町体育協会）
　☎(233)1520
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健康情報健康情報

　
「
笑
っ
て
シ
ア
ワ
セ
」
の
講
座
で
は
講
演

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
講
座
生
以
外
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

10
月
19
日（
水
）

　
　
　
　

12
月
21
日（
水
）

　
　
　
　

平
成
24
年
２
月
15
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

吉
野　

由
美
さ
ん

▼
参
加
費　

１
回
１
０
０
円

※「
笑
っ
て
シ
ア
ワ
セ
」
講
座
生
以
外
。

▼
そ
の
他　

託
児（
満
１
歳
か
ら
就
学
前
）も

で
き
ま
す
が
、
保
険
加
入
が
必
要
で
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

菊
池
郡
市
内
で
県
産
材
を
使
用
し
、
建
設

し
た
木
造
住
宅
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。
木
造

住
宅
な
ど
の
良
さ
と
地
元
産
の
木
材
を
使
用

す
る
意
義
な
ど
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

新
築
お
よ
び
リ
フ
ォ
ー
ム

▼
用
途
・
構
造　

木
造
住
宅
お
よ
び
木
造
の

事
務
所
、
店
舗
、
店
舗
付
き
住
宅
な
ど

▼
規
模　

延
べ
床
面
積　

３
０
０
㎡
以
下

▼
建
設
地　

菊
池
市
、
合
志
市
、
大
津
町
、

菊
陽
町

▼
建
設
時
期　

平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に

完
成
し
た
物
件

▼
そ
の
他　

県
産
材
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

（
部
分
使
用
可
・
内
装
材
含
む
）。
前
回
入

賞
物
件（
木
造
住
宅
等
コ
ン
ク
ー
ル
）を
除

く
。

▼
申
込
期
限　

12
月
28
日（
水
）

※
発
表
は
、
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

菊
池
地
域
木
材
需
要
拡
大
推
進
協
議
会
事

務
局（
菊
池
地
域
振
興
局
林
務
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
５
）１
０
３
９

▼
日
時　

10
月
12
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

座
布
団（
防
災
ず
き
ん
）作
り

▼
対
象
者　

大
人

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円（
材
料
費
）

▼
準
備
物　

裁
縫
道
具
、
タ
オ
ル
３
枚

▼
定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
限　

10
月
７
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

▼
日
時　

10
月
15
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

飯
田　

ま
ゆ
み
さ
ん

▼
内
容　

ア
ッ
プ
ル
パ
イ
づ
く
り

▼
対
象
者　

大
人

▼
定
員　

10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
参
加
費　

７
０
０
円（
材
料
費
）

モ シ モ シ

▼
期
間　

10
月
12
日（
水
）〜
11
月
9
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　

毎
週
水
曜
日（
全
５
回
）

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

１
歳
〜
３
歳
児
と
保
護
者

▼
費
用　
　

受
講
料　
　
　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

保
険
料　

２
，
２
０
０
円

※
前
回
参
加
者
は
、
保
険
料
は
不
要
で
す
。

▼
定
員　

15
組

▼
申
込
期
限　

10
月
11
日（
火
）午
前
中

※
保
険
加
入
の
関
係
上
、
期
限
厳
守
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

▼
期
間　

11
月
29
日（
火
）〜
12
月
４
日（
日
）

▼
場
所　

県
立
美
術
館
分
館

▼
対
象
者　

県
内
の
障
が
い
者

▼
募
集
作
品　

工
芸
品
、
手
芸
品
、
書
、
俳

句（
詩
・
絵
手
紙
）、
写
真
、
絵
画
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
。

▼
条
件　

出
品
者
に
よ
り
近
年
中
に
創
作
さ

れ
た
も
の
。
未
発
表
の
も
の
で
１
人
１
点

に
限
る
。

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
指
定
内
容
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

10
月
28
日（
金
）厳
守

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会（
阪
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）３
５
９
３

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
手
作
り
の
年
賀
状
を

作
成
し
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間　

11
月
10
日（
木
）〜
11
月
25
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　
　
　
　

毎
週
木
・
金
曜
日（
全
６
回
）

▼
場
所　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

内
平　

敬
子
さ
ん

▼
内
容　

手
作
り
年
賀
状
の
作
成

▼
参
加
費　

５
０
０
円

▼
持
参
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

▼
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▼
受
付
開
始　

10
月
17
日（
月
）か
ら

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

▼
期
間　

10
月
29
日（
土
）〜
12
月
10
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

　
　
　
　

毎
回
土
曜
日（
全
６
回
）

▼
場
所　

熊
本
農
業
高
等
学
校
各
科
施
設

▼
内
容　

お
菓
子
作
り
な
ど

▼
費
用　

講
師
料
・
教
材
費
と
し
て
１
万
円

▼
定
員　

20
人
程
度（
未
受
講
者
）

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
指
定
内
容
を
記
入

し
、
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
総
合
政
策
課
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

10
月
11
日（
火
）〜
10
月
24
日（
月
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
農
業
高
等
学
校　

開
放
講
座
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
５
７
）８
８
０
０

▼
日
時　

10
月
28
日（
金
）　

　
　
　
　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

▼
場
所　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

ゲ
ー
ム
と
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

▼
対
象
者　

町
内
幼
児（
保
護
者
同
伴
）、
町

内
小
学
生

▼
参
加
費　

１
５
０
円

▼
定
員　

50
人（
先
着
順
）

▼
受
付
開
始　

10
月
４
日（
火
）

※
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

　

ワ
ー
ド
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
使
っ
て
、

図
を
使
っ
た
お
知
ら
せ
や
、
自
分
だ
け
の
年

賀
状
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

11
月
７
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　
　
　
　

毎
週
月
・
水
曜
日（
全
７
回
）

▼
場
所　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

内
平　

敬
子
さ
ん

▼
受
講
料　

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

▼
持
参
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

▼
定
員　

15
人

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
９
２
）３
２
０
０

▼
日
時　

11
月
４
日（
金
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ（
熊
本
市
）

▼
内
容　
「
熊
本
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

▼
講
師　

内
閣
府
食
品
安
全
委
員
会

　
　
　
　

事
務
局
次
長　

中
島　

隆
さ
ん

▼
定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

10
月
28
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
３
）２
２
９
０

▼
申
込
期
限　

10
月
12
日（
水
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

▼
日
時　

10
月
22
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

色
が
変
わ
る
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り

な
ど

▼
対
象
者　

小
学
生

▼
参
加
費　

２
０
０
円（
材
料
費
）

▼
定
員　

20
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
限　

10
月
18
日（
火
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

▼
日
時　

10
月
26
日（
水
）

　
　
　
　

正
午
集
合
・
出
発

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
駐
車
場

　
　
　
　
（
集
合
）

▼
内
容　
（
株
）山
内
本
店
で
味
噌
作
り
体
験

▼
参
加
費　

２
，
８
０
０
円

　
　
　
　
　
（
味
噌
５
㎏
、
保
険
料
込
み
）

▼
定
員　

25
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
限　

10
月
21
日（
金
）

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

10月の週間プログラム

初
心
者
向
け

手
持
ち
パ
ソ
コ
ン
講
座

手
持
ち
パ
ソ
コ
ン
講
座

武
蔵
ヶ
丘
児
童
館

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

「
笑
っ
て
シ
ア
ワ
セ
」
講
座

の
ご
案
内

「
科
学
の
祭
典
」

参
加
者
募
集

「
郷
土
料
理（
味
噌
）作
り
」

参
加
者
募
集

ベ
ビ
ー
＆
マ
ミ
ー
ビ
ク
ス

受
講
生
募
集

「
手
作
り
座
布
団
が
防
災
ず
き
ん
に

早
変
わ
り
！
」
参
加
者
募
集

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

「
県
内
の
障
が
い
者
芸
術
展
」作
品
募
集

「
季
節
の
お
菓
子
作
り
」

参
加
者
募
集

熊
本
農
業
高
等
学
校

開
放
講
座

菊
池
地
域
木
造
住
宅
等
コ
ン
ク
ー
ル「
木
を

つ
か
っ
た
こ
だ
わ
り
の
木
の
家
等
募
集
」

食
の
安
全
セ
ミ
ナ
ー

「
食
中
毒
に
つ
い
て
考
え
る
」

同質性肺炎について
若年性認知症
気まぐれ「うつ病」－誤解されている非定形うつ病－
口腔乾燥症（ドライマウス）について
おしっこが漏れる（男性編）
おしっこが漏れる（女性編）
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　豊肥本線肥後大津駅と阿蘇くまもと空港を結ぶ新たな交通手段（空港ライナー）
の試験運行を開始します。ぜひご利用ください。

▼運行期間　10月１日（土）～平成24年３月25日（日）

▼運行区間　阿蘇くまもと空港　　　肥後大津駅

▼内容　　　専用のジャンボタクシーと小型タクシーで乗合運行（無料）

▼ダイヤ　　空港発着の初便から最終便までと肥後大津駅発着の列車時刻
　　　　　　にできるだけ対応し、１日47便運行します。
　　　　　　詳細は、ＱＲコードに掲載しています。

▼問い合わせ　熊本県交通政策課　☎（333）2167

阿蘇くまもと空港
ジャンボタクシーなどで無料運行します

肥後大津駅



子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば
●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●ほんの森ほんのほんの森

菊陽町図書館だより

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

新しく届いた本

14:00 16:3013:30

8:30 10:008:00

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成24年５月分のホール予約を、11月10日（木）の午前９時30分から受付開始します。
調整会議（抽選会）を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

13日（木）　祝日振替（要予約15組）
14日（金）　小物作り（要予約20組・材料費1,000円）
19日（水）　身体測定
28日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

今月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

※行事申込は10/５（水）から受付ます（電話予約不可）。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越し
ください。

おおむね３歳未満の児童および保護者対象。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、お
母さん同士の情報交換にご利用ください。

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

ジャーナリズムの陥（おと）し穴

老いの幸福論

梅棹忠夫、世界のあるきかた

官僚の責任

コンビニもない町の義肢メーカーに届く感謝の手紙

九州の原発

絵本マボロシの鳥

広辞苑の中の掘り出し日本語

蝉声

ジュージュー

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（10月５・12日、11月２・９日）  

★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（10月６・13・20・27日）

★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（10月９・23日、11月13・27日）

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

日  曜 開場 開演 終演 催し物 主催者 入場方法 対象者

入園前の親子（0～6歳）·妊婦さんは、いつでも無料で
参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせてお越しください。

0歳～就学前の子どもと保護者対象。親子で楽しむ体
験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができま
　す。お気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
　　

町立保育所８園の園庭で遊べます。ケガがないよう
おうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時

ハローサークル　　午前10時～正午

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡を！
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

園　開　放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

ふれあい広場

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園

キャロットランド　午前１０時～正午
※お茶の準備をしています。マイコップをご持参ください。

※お誕生会に参加するお誕生月の人は18日に誕生カード作
　りをしますので、参加してくださいね。

プログラムベビー＆マタニティー

プログラム日にち・場所

プログラム0・1歳 2歳以上

育児相談
育児相談

【ふれあいあそび】
※親子でふれあい遊びを通して楽しい時間を過ご
　しましょう。
※動きやすい服装でご参加ください。

【ふれあいあそび・みんなでお散歩】地域散策
※帽子、水筒などの用意をお願いします。
※保護者の人も動きやすい服装でご参加ください。

【秋をさがそう】
※落ち葉や木の実を集めて、おもちゃや飾りを作りましょう。

【ミニミニうんどうかい】要予約　定員25組
※かけっこや玉入れなど、運動会ごっこを楽しみましょう。
※保護者の人も動きやすい服装で参加してください。
※10/ ６（木）午前10時から受付開始。

21日（金）
白鈴園（陽だまり）

19日（水）
老人福祉センター

11/４（金）
白鈴園（陽だまり）

12日（水）
ふれあいの森研修センター

10/５（水）
老人福祉センター

14日（金）
南部町民センター（白菊園）

【食育講座：芋掘り】（要予約）
※白鈴園から芋畑まで歩いていける親子を対象とします。
※定員15組。10/27（木）午前10時から受付開始。

【育児講座：ベビーマッサージ】要予約（講師：吉武千鶴さん）
※生後 7カ月くらいまでの乳児と保護者対象。
※定員15組。10/11（火）午前10時から受付開始。

【ベビーの日】（１歳未満児と妊婦さん対象）
※赤ちゃんが喜ぶおもちゃを作りましょう。

26日（水）
三里木町民センター

【作ってあそぼう】ハロウィンの飾りを作ろう
※黒色のポリ袋（65㎝×80㎝くらい）をご持参く
　ださい。

18日（火）
ふれあいの森研修センター

プログラム月日・場所

　国内外で幅広く活躍する新生サクソフォーン四重奏団「Quatuor Ｂ」のリサイタルを開催し
ます。美しい音色を奏でるサクソフォーン。そのアンサンブルの醍醐味をぜひご堪能ください。
■日時　　10月22日（土）　午後２時30分開演
■場所　　菊陽町図書館ホール（全席自由）
■入場料　大　人　　1,000 円（当日1,200 円）
　　　　　高校生以下　500円（当日700円）
　　　　　親子券　　1,200 円（当日1,600 円）
　　　　　菊陽町図書館をはじめ、町内の一部のセンターなどでも前売券を販売します。
■問い合わせ　菊陽町図書館ホール　☎232‒7756

みんなできくよう♪コンサート　Ｑｕａｔｕｏｒ Ｂ　リサイタル

田原総一朗／著　　筑摩書房

吉本隆明／著　　青春出版社

梅棹忠夫／著・小長谷有紀／編・佐藤吉文／編　　勉誠出版

古賀茂明／著　　ＰＨＰ研究所

中村俊郎／著　　日本文芸社

橋爪健郎／編著　　南方新社

藤城清治／影絵・太田光／原作・文　　講談社

永江朗／著　　バジリコ

河野裕子／著　　青磁社

よしもとばなな／著　　文藝春秋

菊陽町図書館ホール　平成23年10月 催し物

【手作りしちゃお♪】先着20組限定！
※内容はまだヒ♥ミ♥ツ★お楽しみに！

12日（水）
菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【エンジョイ☆スタンプラリー】 
※帽子をご持参ください。
雨天の場合も管理棟で遊びますよ☆
【ママの休日】 手作りくらぶ
※リボンゴムを作りますよ！
材料費100円と裁縫セットをご持参ください。

21日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

【秋の遠足：ちびっこ広場】
※運動公園に午前１０時集合！
【秋の遠足：ひごっこジャングル】
※坪井川緑地公園に午前10時集合！

【秋のくだもの大集合！】
※のり・はさみ・くれよんをご準備ください。

【わいわい☆ミニキャロット】
※みんなで楽しく遊んじゃお♪

【おしゃれに☆ＴｅａＰａｒｔｙ ♥秋】
※Words warthがまた来ますよ！先着20組限定！
10/５（水）午前10時から予約受付開始！
【10月生まれのお誕生会】
※ハロウィンパーティーです！仮装ＯＫですよ！
※誕生月の人はお早めにお申し込みください。

10/７（金） 【ミニミニ運動会】先着20組限定！
※保育園ならではの運動遊びを体験しよう！

11/４（金）

11/１（火）

16 日

６ 木

２ 日

〈平成23年９月14日現在確定分〉

菊陽中学校：西田先生（☎232-2004）

菊陽町農政課（☎232-4916）

菊陽町介護保険課（☎232-2366）

菊陽町図書館ホール（☎232-7756）
菊陽町文化協会（菊陽町生涯学習課）
（☎232-4917）

菊陽中学校吹奏楽部第32回定期演奏会
第18回菊陽町担い手育成推進大会
ねんりんピック2011熊本
「ウォークラリー交流大会 in 菊陽」開始式
みんなできくよう♪コンサート
「Quatuor B リサイタル」

菊陽町文化祭（歌謡部会）

関係者のみ

無料 どなたでも

無料 どなたでも

有料 どなたでも

４日（火）

６日（木）

25日（火） 27日（木）

18日（火）

20日（木）

14:30 17:3013:30

【おつきみ☆クッキング】
※先着20組限定です！エプロン・三角巾持参。11日（火） 13日（木）

22 土 14:30 16:3014:00

クワチュール　　べー

だい ご　み

▲Quatuor Ｂ

無料 どなたでも9:30 17:009:0030 日
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「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

子

ども
の目、子どもの声人権

作文シリーズ

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

【№30】

　

わ
た
し
は
、
三
年
か
ら
五
年
ま
で
あ
だ
名
で

呼
ば
れ
て
ま
し
た
。
三
年
生
の
時
、
最
初
に
言

わ
れ
た
と
き
は
そ
こ
ま
で
気
に
し
て
な
か
っ
た

け
ど
、
後
か
ら
い
ろ
ん
な
人
か
ら
言
わ
れ
て
だ

ん
だ
ん
い
や
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

あ
だ
名
で
言
わ
れ
た
ら
逆
に
わ
た
し
も
言
い
返

し
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
名
前
か
ら
言
わ
れ
る
の
か
な
と
か
、

わ
た
し
の
顔
が
似
て
い
る
か
ら
か
な
と
か
考
え

る
と
自
分
が
だ
ん
だ
ん
い
や
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

一
学
期
の
人
権
月
間
で
、
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
は
、

「
学
校
が
楽
し
く
な
い
」
と
い
う
人
が
三
人
い

ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
は
私
で
す
。
他
の
二

人
は
、
自

分
の
思
い

を
ク
ラ
ス

の
人
に
伝

え
て
い
き

ま
し
た
。

で
も
、
私

は
な
か
な

か
言
え
ま

せ
ん
で
し

た
。
休
み

時
間
に
勇

気
を
出
し
て
そ
っ
と
先
生
に
打
ち
明
け
ま
し
た
。

先
生
は
、

「
よ
く
話
し
て
く
れ
た
ね
。
今
度
は
、
み
ん
な

に
話
し
て
い
こ
う
。
が
ん
ば
れ
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
の
前
で
自
分
の
気

持
ち
を
話
し
ま
し
た
。
途
中
で
涙
が
出
て
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
自
分
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る
人

が
い
っ
ぱ
い
い
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
話
し

合
い
の
後
で
、

「
そ
ん
な
に
悩
ん
で
い
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ

た
。
ご
め
ん
ね
」

と
何
人
も
の
人
が
あ
や
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
年
の
人
権
集
会
で
も
自
分
の
思

い
を
話
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時
も
う
ま
く

話
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
み
ん
な

真
剣
に
聞
い
て
く
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
あ

や
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
自
分
の
気
持

ち
を
言
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
心
が
す
っ
き
り
し
ま

し
た
。
先
生
や
お
母
さ
ん
に
そ
う
だ
ん
し
て
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

 

◇　

千
春
さ
ん
は
と
て
も
明
る
い
女
の
子
で

す
。
で
も
、
ず
っ
と
一
人
で
悩
ん
で
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
勇
気
を
出
し
て
、
み
ん

な
の
前
で
、
い
や
な
事
を
話
し
ま
し
た
。
み

ん
な
お
ど
ろ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
思
い
を

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
　

そ
の
後
、
千
春
さ
ん
の
ほ
ん
と
う
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇　

大
き
く
な
っ
た
ら
、
コ
ッ
ク
さ
ん
に
な
り

た
い
と
い
う
お
料
理
大
好
き
な
み
や
び
さ
ん

　

お
い
し
そ
う
な
オ
ム
ラ
イ
ス
を
喜
ん
で
食

べ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
で

す
。

　
　

仕
事
か
ら
帰
っ
た
お
母
さ
ん
も
「
と
っ
て

も
お
い
し
い
！
」
と
言
っ
て
食
べ
て
く
れ
た

そ
う
で
す
。

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

菊
陽
句
会
報

短 

歌 

会

短 

歌 

会

短 

歌 

会

トロトロのオムライスを囲んで生まれた家族の笑顔、勇気をもってあだ名を嫌だと言えた
ことで湧く安心、日常にこそ貴重な事柄が埋もれているようです。
＊◇印は担任のコメントです。

菊
陽
中
部
小
学
校
５
年　

橋
本　

千
晴

「
言
っ
て
よ
か
っ
た
」

ち
ょ
っ
と
心
が

　
　
　

す
っ
き
り
し
ま
し
た

す
い
か

炎
昼
を
迷
ひ
道
す
る
ビ
ル
の
街 

井
上
久
美
子

立
秋
の
風
に
さ
ざ
波
今
朝
の
川 
宮
川
ユ
キ
エ

朝
採
り
の
茄
子
の
紫
紺
の
ま
ぶ
し
か
り 
日
髙　

妙
子

甲
虫
と
同
居
始
ま
る
孫
の
夏 

曽
我　

育
代

歳
重
ぬ
ご
と
に
苦
瓜
美
味
と
知
り 

曽
我
ト
モ
子

句
心
を
教
は
る
師
は
も
新
盆
に 

紫
藤　

祥
子

深
山
路
の
観
音
堂
の
蝉
時
雨 

村
上　

朋
子

久
び
さ
に
日
矢
射
す
庭
よ
梅
雨
明
く
る 

野
口　

令
史

妻
も
又
故
郷
が
好
き
ラ
ム
ネ
好
き 

松
橋　
　

強

青
瓢
空
っ
ぽ
厩
に
揺
れ
見
す
る 

佐
藤　

澄
世

大
西
瓜
は
ら
か
ら
恋
し
広
き
緑 

坂
本
百
合
子

水
打
っ
て
庭
の
し
ず
も
る
虫
の
闇 

田
中　

郁
子

夏
休
み
体
す
り
寄
せ
児
の
け
ん
か 

井　
　

子
文

そ
れ
ぞ
れ
に
子
等
は
帰
り
て
夏
終
わ
る 

財
津　

早
雪

亡
き
句
友
咲
い
て
い
ま
す
か
蓮
の
花 

原
野
レ
イ
子

炎
ゆ
れ
仏
来
給
ふ
よ
ろ
こ
び
て 

力　
　

幸
子

盆
踊
り
在
り
し
日
の
友
い
き
い
き
と 

寺
尾
千
代
子

老
犬
に
声
か
け
行
く
や
日
焼
け
の
子 

髙
橋　

孝
子

盆
帰
郷
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
孫
を
待
つ 

堀
川　

妙
子

瓢
箪
を
百
ま
で
数
え
ま
だ
あ
る
ぞ 

佐
藤　
　

健

虫
干
し
や
姉
の
形
見
も
そ
の
中
に 

𠮷
野　

早
苗

笹
竹
に
短
冊
吊
る
す
子
供
ら
は
退
院
し
た
い
と
願
い
を
託
す 

今
村　

貞
子

手
袋
を
し
て
も
オ
ク
ラ
の
収
穫
は
か
ゆ
く
な
る
な
り
夏
の
盛
り
は 

梅
田　

國
雄

励
み
た
る
農
五
十
年
妻
の
背
の
や
や
に
く
ぐ
み
て
野
を
帰
り
来
る 

河
北　

幸
一

天
上
を
覆
ひ
て
雨
雲
黒
々
と
い
か
づ
ち
鳴
り
て
激
し
く
雨
降
る 

菊
川
あ
さ
み

青
田
吹
く
風
涼
や
か
に
夕
暮
れ
て
秋
立
つ
原
に
入
道
雲
あ
り 

佐
藤
せ
い
子

友
々
と
祭
り
の
賞
品
揃
え
終
え
て
明
日
の
天
気
を
気
に
し
つ
つ
帰
る 

下
田　

久
子

真
青
な
る
空
を
見
つ
め
て
我
が
心
高
く
遠
く
に
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く 

中
村
ト
シ
エ

放
置
し
て
弱
り
し
と
言
う
君
子
蘭
に
吾
が
水
や
り
て
新
芽
出
で
来
ぬ 

森　
　

敦
子

引
き
売
り
の
豆
腐
屋
の
ラ
ッ
パ
聞
け
ぬ
夕
買
ふ
わ
け
で
も
無
く
通
り
に
出
で
ゆ
く 

山
川　

カ
ヅ

●趣味
　算数が得意
●将来の夢
　看護師
●自分を一言で表すと
　いつも元気に遊んでる
●自慢
　縄跳びが得意

[下原]
　藤山　香帆さん（９歳）
う　と やま　　 か　ほ

●趣味
　体育のキックベースが好き
●将来の夢
　動物園の飼育員
●自慢
　足が速いこと
●家族に伝えたいこと
　ゲーム機が欲しい

[大堀木]
磯﨑　光さん（８歳）
いそざき　 ひかり

ひ
ょ
う
た
ん

し
こ
ん

か
ぶ
と
む
し

に
が
う
り

せ
み
し
ぐ
れ

ひ

や

さ

ふ
る
さ
と

あ
お
ふ
く
べ

ま
や

▲笑顔はそれぞれ

おてつだいするよ！
さくら園　6歳　河野　雅

▲おてつだい

▲かわいい　ピース

　おばあちゃんが　ばんごはん
をつくるとき　いつも　おてつ
だいするよ。
わたしは　たまごを　まぜたり
するよ。おばあちゃんがタマゴ
をわったら　わたしがまぜるよ。
オムライスをつくったら　トロ
トロして　とてもおいしかった
よ！
　こんどは、カレーをつくって
みたいな。
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休日在宅当番医・薬局きくようカレンダーきくようカレンダーきくようカレンダー

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

吉
川　

鎭
人（
故
ミ
ヤ
） 

下
津
久
礼

大
久
保
妙
子（
故
孝
雄
） 

青
葉
台

■
に
こ
に
こ
献
金（
敬
称
略
）

快
気
祝
い　
　

松
永
正
光 

沖　
　

野

■
そ
の
他（
敬
称
略
）

日
野
総
合
管
理（
株
） 

大
津
町

小
学
生
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
参
加
者

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。　
　
　
　

（
８
月
受
付
分
）

６
／
26

７
／
23

 

26

 

27

 

29

 

30

 

30

８
／
１

　

１

　

１

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

 

10

 

10

 

10

 

10

 

10

 

13

８
／
13

 

14

 

15

 

17

 

17

 

20

 

23

 

23

 

27

 

27

祐
治

誠
二

敬
士

明
美

美
早
紀

貴
博

若
菜

隆
司

公
裕

博
崇

貴
浩

宏
貢敏丈

義
徳
昭大孝

康
祐
樹

健
児

和
宏

貴
史

順
一
朗

光
７
町
内

光
７
町
内

大
堀
木

中

代

あ
さ
ひ
ヶ
丘

花

立

八
久
保

光
６
町
内

下

原

花

立

沖

野

上
津
久
礼

光
７
町
内

上
津
久
礼

新

町

中

代

花

立

緑
陽
台

新

山

道

明

新

町

花

立

三
池　

晃
輔

宅
野　

世
蓮

鈴
木　

紗
英

鍬
田　
　

真

平
山
結
莉
菜

石
田　

快
地

田
方　

絢
心

西　
　

咲
空

立
石　

悠
馬

増
田　
　

暖

俊
輔

嘉
孝

勝
視稔博

啓
慎
二
郎

直
樹

郁
代

隆
浩

聖
城

宮
ノ
上

新

町

境
の
松

花

立

青
葉
台

上
津
久
礼

向
陽
台

光
５
町
内

あ
さ
ひ
ヶ
丘

緑
ヶ
丘

７
／
31

８
／
３９９

 

11

 

14

 

15

 

18

 

18

 

22

 

25
和
田　

文
雄

森
永
サ
ツ
キ

岩
下　

十
一

大
久
保
孝
雄

酒
井　

槌
友

南
部　

國
吉

吉
岡
サ
ツ
キ

藤
本　

明
昌

狩
野　

眞
弓

吉
川　

ミ
ヤ

髙
木　

節
夫

70
歳

81
歳

76
歳

64
歳

100
歳

74
歳

95
歳

73
歳

59
歳

104
歳

78
歳

新

町

新

成

三
里
木
北

青
葉
台

新

山

武
７
町
内

上
津
久
礼

中

代

中

代

下
津
久
礼

古
閑
原

ご
出
生
お
め
で
と
う（
8
月
届
出
分
）

10月

2011年  10月

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
8
月
届
出
分
）

お
く
や
み

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

会　　場

法　　律

税　　金

消費生活

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）

会　場
■ 専門相談（午後1時～3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜～金曜）
電話

お
め
で
た

実施日

3日（月)
21日（金)
11日（火)
6日（木)
17日（月)
18日（火)
24日（月)
12日（水)
27日（木)

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

さんふれあ・図書館休館日

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

15日（土）
22日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター　☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

こ
う
す
け

せ
れ
ん

さ　

え
ま
こ
と

ゆ　

り　

な

か
い
ち

け
ん
し
ん

さ　

ら

は
る
まは

る

10月

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
灯

■
香
典
返
し（
敬
称
略
）

橋
本
キ
ク
エ（
故
春
男
） 

中　
　

代

村
上　

利
明（
故
智
） 

新　
　

成

田
口　

律
子（
故
公
久
） 

宮
ノ
上

酒
井　

良
一（
故
槌
友
） 

新　
　

山

矢
野　

憲
嗣（
故
恵
子
） 

大
堀
木

吉
岡　
　

宏（
故
サ
ツ
キ
） 

上
津
久
礼

矢
野　

和
行（
故
英
子
） 

駅　
　

前

南
部
ツ
キ
代（
故
國
吉
） 

武
７
町
内

藤
本　

博
子（
故
明
昌
） 

中　
　

代

和
田
ル
ミ
子（
故
文
雄
） 

新　
　

町

笹
井　

直
美（
故
義
親
） 

あ
さ
ひ
ヶ
丘

夜間納税相談（税務課）午後９時まで

橋
住　

侑
磨

古
庄　

結
凪

矢
野　

斗
和

松
本　

羽
杏

高
木　

翔
愛

澤　
　

颯
太

濵
﨑　

采
愛

谷
口　

知
駿

浦
津　

幹
太

熊
野　

凛
愛

岡
村　

弘
貴

林　
　

優
莉

星
野　

桃
佳

南　
　

翔
斗

清
水　

莉
心

西
本
悠
希
大

福
嶋　

康
平

森　
　

健
太

池
田　

健
人

松
野　

文
治

濵
野　

圭
太

松
塚　
　

陸
ゆ
う
ま

ゆ　

な

と　

わ

う
き
ょ
う

と　

あ

そ
う
た

こ
と
あ

ち
は
や

か
ん
た

り　

あ

ひ
ろ
き

ゆ　

り

も
も
か

し
ょ
う
と

り　

こ

ゆ　

き　

と

こ
う
へ
い

け
ん
た

け
ん
と

ふ
み
は
る

け
い
たり

く

みやの小児科
宮原内科皮フ科医院
岸病院
まつもと耳鼻咽喉科医院
林田歯科クリニック
わたなべ薬局
菊池こどもクリニック
山縣医院
三隅胃腸科内科外科医院
堀田眼科
つつみ歯科医院
はやし調剤薬局
さとう医院
仁誠会クリニック大津
杜の里かねこクリニック
池田クリニック
つぼみ薬局
なみかわ小児科
たぶち内科循環器科
山下胃腸科クリニック
かつき皮膚科医院
菊南ハーモニー歯科
つぼみ薬局
よしもと小児科
ふくだ医院
庄嶋医院
岡山眼科
緒方歯科医院
温新堂薬局菊陽店
古川医院
ナカシマセブンクリニック
勝久病院
副島耳鼻咽喉科クリニック
クローバー歯科・こども歯科

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

248-5800
232-8383
0968-38-2750
0968-23-6111
248-5088
232‒5673
0968-25-1164
293-4430
248-6161
292-3455
0968-41-3434
233‒2554
293-2550
232-9595
0968-23-7522
248-8600
201‒8660
293-1163
233-3588
345-0600
0968-24-5500
341-1182
201‒8660
233-2520
293-2771
242-3388
0968-25-2209
232-4315
233‒1071
232-1566
288-0777
293-5000
249-1777
294-6480

合志市
菊陽町
菊池市
菊池市
合志市
菊陽町
菊池市
大津町
合志市
菊陽町
菊池市
菊陽町
大津町
菊陽町
菊池市
合志市
菊陽町
大津町
菊陽町
合志市
菊池市
合志市
菊陽町
菊陽町
大津町
合志市
菊池市
菊陽町
菊陽町
菊陽町
合志市
大津町
合志市
大津町

第18回菊陽町担い手育成推進大会
（図書館ホール、午後２時30分開会）

高齢者大学（問い合わせ：中央公民館☎232‒2116）

体育の日

日曜窓口開庁実施（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

ねんりんピック2011熊本「ウォークラリー交流大会in菊陽」
日曜窓口開庁実施（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁実施（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁実施（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）
２３日日

１６日日

９日日

３０日日

２日日

※医療機関の都合などによりやむを得ず変更になる場合もあ
りますので最新情報は菊池郡市医師会テレホンサービス（歯
科医を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300

※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

図書館休館日

１０日月
体育の日

マイバッグキャンペーン（町内各店舗、午前11時～正午）

会　　場
■ 行政相談（午前10時～正午）
実施日
8日（土）
17日（月）

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター（午後１時～午後４時）

問 町民課　町民係　☎（232）4914
旅券の申請・交付業務を役場で開始します
本年10月３日から

旅券

■旅券申請・交付場所
　菊陽町役場　町民課（本庁舎のみ）
■取扱日・時間（祝日・年末年始を除く）
　【申請】月～金曜日　午前９時～午後４時30分
　【交付】月～金曜日　午前９時～午後５時
　【申請から交付までの所要日数】
申請した日から最短で11日間（土日祝日・年末年始を除く）

■対象者
　本町に住民登録をしている人、または居所がある人
■注意事項
　10月１日から菊池地域振興局窓口をはじめとする県
の旅券窓口での申請ができなくなります。
　ただし、海外で親族などが病気、事故などによる死亡
などにより緊急に渡航する必要がある場合などに限り、
従来どおり熊本県庁旅券センターを利用できます。

　９月30日までに、県の窓口で申請したパスポート（旅
券）は、10月３日以降であっても申請した県の窓口での
受領となりますのご注意ください。
■申請に必要なもの
　取扱窓口に備え付けの「一般旅券発給申請書」に次の
必要書類を添付し町民課へ提出してください。 
❶戸籍謄（抄）本…１通
❷住民票…１通
（住基システムの利用を希望する場合は省略できます）
※❶❷いずれも発行日から６カ月以内のもの。
❸旅券用写真…１枚（６カ月以内に撮影したもの）
❹本人確認のための書類（詳細は、町民課にお尋ねくだ
さい）
❺前回取得した旅券がある場合は、その旅券をお持ちく
ださい。

菊陽町文化祭（歌謡部会）
日曜窓口開庁実施（町民課）午前９時～午後１時（証明書発行のみ）
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